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　1970 年前後、羽仁五郎『都市の論理−歴史的条件−現代の闘争』（勁草書房、1968 年）と、『岩波講座 現


















代都市史研究』思文閣出版、1997 年。初出は『歴史評論』471 号、1989 年）、横井敏郎「日本近
代都市史研究の動向」（『ヒストリア』130 号、1991 年）、成田龍一「近代日本都市史研究のセカンド・

















































































































★ 13：陣内秀信『東京の町を読む 下谷・根岸の歴史的生活環境』（相模書房、1981 年）、陣内秀信『東
京の空間人類学』（筑摩書房、1985 年）など。













　福村任生によれば★ 16、イタリアにおける都市組織論（tessuto urbano）と建物類型学（tipologia edilizia）は、
1920 年代までに G・ジョバンノーニによって体系化の手前まで押し進められ、1950 年代に S・ムラトー
リがこれをヴェネツィア調査において再検討するなかで体系化し、その後、ムラトーリの弟子の G・カニッ
ジャによって 1960 年代にいわゆるティポロジアが方法論として確立されたという。この過程で「都市組







　1960 年代後半から 70 年代にかけて、イタリアで育まれた方法論がヨーロッパ諸国あるいは日本へ伝播す
るなど、世界的な拡がりをみせる。オランダの N.J. ハブラーケンが 1960 年代後半から都市組織の研究に没




築学会都市史小委員会、於 京都工芸繊維大学、2013 年 2 月 17 日）、福村任生「戦後期イタリアに
おける都市組織論の誕生−建築家サヴォリオ・ムラトーリ（1910-73）の思想と方法論−」（都市発生
学研究会報告、於 明治大学、2013 年 7 月 11 日）。
★ 17：たとえばモニュメントを取り囲む住居群を指して「都市の活き活きとした織物・」と
い う 表 現 を し て い る。（Muratori, Saverio, Vita e storia delle citta’, in “Rassegna critica di 
architettura”, gennaio-aprile 1950, n.11-12.）
★ 18：N.J. ハブラーケン「相互作用としての建築」（『もつれた建築をほどく…』住宅総合研究財団、
pp.49−58、1995 年）
★ 19：Françoise Boudon, André Chastel, Hélène Couzy et Françoise Hamon, Système de 
l’architecture urbaine. le quartier des Halles á Paris, CNRS, 1977.





ムラトーリ学派の研究が導入された★ 19。日本への導入が陣内秀信によってなされたこと★ 20 は、先述の通り



































★ 23：青井哲人『彰化 一九〇六年 市区改正が都市を動かす』（アセテート、2006 年）








































































★ 29：初田香成『都市の戦後 雑踏のなかの都市計画と建築』（東京大学出版会、2011 年）の第二章
（pp.133−170）および第八章（pp.361−384）。
★ 30：本論文では日本の国有鉄道を経営していた事業体を広く「国鉄」と呼ぶ。本稿に関係する時
期の事業体を具体的に挙げれば、1920 年 5 月 15 日以降は鉄道省、1943 年 11 月 1 日以降は運輸





































★ 33：原武史『「民都」大阪対「帝都」東京 思想としての関西私鉄』（講談社、1998 年）、原武史『「鉄
学」概論 車窓から眺める日本近現代史』（新潮社、2011 年）など。
★ 34：石田雅人『坂倉準三と渋谷計画』（明治大学修士論文、2009 年）
★ 35：田村圭介『迷い迷って渋谷駅 日本一の「迷宮ターミナル」の謎を解く』（光文社、2013 年）
★ 36：日建設計駅まち一体開発研究会「駅まち一体開発〜公共交通志向型まちづくりの次なる展開〜」




































































究 [ 若手奨励 ] 特別研究委員会（2011 〜 2013 年）を中心に研究者間で問題意識、視座が共有され、徐々に
多くの研究者によって展開されつつあることも指摘しておきたい★ 42。
★ 42：前現代都市・建築遺産計画学的研究 [ 若手奨励 ] 特別研究委員会『前現代都市・建築遺産計





































★ 43：中谷礼仁『セヴェラルネス＋（プラス）―事物連鎖と都市・建築・人間』鹿島出版会 , 2011 年 , 
pp.264-265。
★ 44：この場所と空間のとらえ方は、注★ 4 で示した中谷礼仁のクリストファ ・ーアレグザンダーの「A 


















































































　以上のように本論文では、1930 年代後半から 1970 年頃の副都心ターミナル近傍の形成過程を３つの
フェーズに分けて、図 1-2-1 のような見取り図でとらえることが可能ではないかと仮定している。
★ 45：松平誠「焼け跡再興のプロデューサー」（『ヤミ市 幻のガイドブック』筑摩書房 , 1995 年）
pp.163-182、石榑督和・初田香成「ヤミ市の建築—都市建築の一系譜」（橋本健二・初田香成『盛

































　1930 年代から 1960 年頃まで、なんども描かれている。特に戦後復興期は建物の更新が激しかったため、
数年単位で描かれており、都市組織の動態を捉えようとする本論文には極めて有用な資料である。








































　図 1-2-5 はある一筆の旧土地台帳である。旧土地台帳には明治時代以降、廃止される 1960 年頃までの各
筆の登記情報が記載されている。
























　戦災復興土地区画整理事業に関しては資料 C 建設省編『戦災復興誌　第拾巻』（都市計画協会 , 1961 年）



































































★ 1-1　原武史『「民都」大阪対「帝都」東京 思想としての関西私鉄』講談社 , 1998 年。
★ 1-2　本論文では日本の国有鉄道を経営していた事業体を広く「国鉄」と呼ぶ。本稿に関係する
時期の事業体を具体的に挙げれば、1920 年 5 月 15 日以降は鉄道省、1943 年 11 月 1 日以降は
運輸通信省、1945 年 5 月 19 日以降は運輸省、1949 年 6 月 1 日以降は日本国有鉄道である。
★ 1-3　原武史『「鉄学」概論 車窓から眺める日本近現代史』新潮社 , 2011 年 , pp.113-142。
★ 1-4　青木栄一「総説」『民鉄経営の歴史と文化 東日本編』今昔書院 , 1992 年 , pp.1-17。





















★ 1-6　日本国有鉄道『日本国有鉄道百年史 通史』1974 年 , pp.56-57。
★ 1-7　日本国有鉄道『日本国有鉄道百年史 通史』1974 年 , p.57。



























住んだ街がサード・ドメインである。」（日埜直彦「山の手／下町／サード・ドメイン」『10 ＋ 1』 
No.46, 2007 年 , pp.48-56。）
★ 1-10　原武史『「民都」大阪対「帝都」東京 思想としての関西私鉄』講談社 , 1998 年 , p.26。








































と文化 東日本編』今昔書院 , 1992 年 , pp.89-110。







































和 13 年 4 月 2 日 法 71）は、私鉄間の過度な競争を抑制し、二重投資を避けるために私鉄を統合して連絡
輸送を強化する目的を持っていた。これにより東京の私鉄は、1942 年から 1944 年にかけて、西南地区の
東京急行電鉄、西北地区の西武鉄道、東北・北地区の東武鉄道、東南地区の京成電鉄に統合された。しかし、
図 2-1-9：1952 年の鉄道と DID　筆者作成
図 2-1-8：1927 年・1933 年・1938 年の渋谷　『鉄道と街・渋谷駅』p.52
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て、大量・高速輸送、頻繁な運転を目指した。時期でいえば、1955 年から 1965 年にかけて郊外電車の旅
図 2-1-10：1940 年の鉄道　『民鉄経営の歴史と文化』p.5



























されていたのは新宿（1934 年 4 月決定）と渋谷・池袋・大塚（1936 年 4 月決定）であり、実際に事業が
着手されたのは新宿のみであった」★ 2-2 とされ、さらに新宿西口を除き着手されなかった計画は「戦災復




















　新宿駅近傍については 1945 年 1 月 6 日に陸軍が撮影した航空写真「95D4-C1-2」　（国土地理院所蔵）
と 1947 年 9 月 8 日に米軍が撮影した「USA-M451-29」（国土地理院所蔵）および旧土地台帳の記載事項
★ 2-1　越沢明『東京都市計画物語』日本経済評論社 , 1991 年 , pp.74-76。
★ 2-2　越沢明『東京都市計画物語』日本経済評論社 , 1991 年 , p.76。
★ 2-3　榛沢芳雄・為国孝敏「東京の駅広場計画の変遷　－明治時代からの戦災復興期まで－」『日
本土木史研究発表会論文集』第 9 巻 , 1989 年 , pp.201-208。
★ 2-4　東京都『東京都戦災誌』明元社 , 2005 年 , 185。
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第２章　東京の副都心の形成 —鉄道敷設・基盤整備・都市アクター—
をもとに 1944 年から 1947 年の駅前広場の状態を捉え、東京市監査局都市計畫課『新宿驛前廣場計畫概要』
と比較を行う。
　池袋駅近傍については東京都防衛局建物疎開課『豊島区建物疎開地区図』（1944 年 5 月 , 豊島区郷土資
料館所蔵）と 1944 年 10 月 22 日に陸軍が撮影した航空写真「8912-C1-150」（国土地理院所蔵）と 1947
年 8 月 8 日に米軍が撮影した「USA-M390-34」（国土地理院所蔵）および旧土地台帳の記載事項をもとに
1944 年から 1947 年の駅前広場の状態を捉え、東京市役所『池袋驛前廣場計畫概要』と比較を行う。
　また渋谷駅近傍についても、1945 年 1 月 19 日に陸軍が撮影した「95F15-C4-54」（国土地理院所蔵）
と 1947 年 9 月 8 日に米軍が撮影「USA-M449-116」（国土地理院所蔵）および旧土地台帳の記載事項から












る幅員 33m 延長 204m の第一号路線、淀橋浄水場方面へ通じる幅員 27m 延長 268m の第二号路線、青
梅街道へ通じる幅員 33m 延長 115m の第三号路線、第三号路線と第五号路線を連絡する幅員 11m 延長
114m の第四号路線、都心方面へ通じる幅員 27m 延長 128m の第一号路線第五号路線が計画された。
　この計画は資材統制下でありながら工事は進み、広場は 1941 年に概成した。
　図 2-2-1 の通り、こうした計画は全て駅の西側で計画されている。越沢によれば 1936 年 12 月に「新宿
駅付近広場及街路」の決定区域も東口を含むように変更されたというが、その詳細は明らかでない★ 2-7。
★ 2-5　越沢明『東京都市計画物語』日本経済評論社 , 1991 年 , pp.76-87、越沢明『東京の都市計画』
岩波書店 , 1991 年 , pp.100-112 など。
★ 2-6　常用漢字に変更している。
















て渋谷町道路第６号路線に通じる幅員 11m 延長 105m で、第二号路線は東横百貨店東側より玉川電車通り
に沿って渋谷町道路第６号路線に通じる計画であった。この第二号路線は駅東側の広場としての機能も備
えており、集団駐車場、芝生なども設置される予定となっており、幅員は 28 〜 49m、延長 135m となる
計画であった。第三号路線は広場から渋谷町道路第１９号路線に通じる幅員 18m 延長 29m の街路、第四





図 2-2-3：東京都市計画渋谷駅付近街路計画図（1935 年 12 月 16 日）
『民鉄経営の歴史と文化 東日本編』今昔書院 , 1992 年 , pp.56。
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第２章　東京の副都心の形成 —鉄道敷設・基盤整備・都市アクター—
ら広場に通じる幅員 25 〜 33m 延長 101m、第６号路線は第五号路線より渋谷駅前を通過し大山街道へ通
じる幅員 6 〜 10m 延長 75m の街路、第七号路線は大山街道の一部を拡幅するもので幅員 22 〜 29m 延長
103m。これに加え、渋谷町道路第六号路線の一部として、宮益坂上の大山街道から駅西側の広場へ通じる













旧土地台帳の記載から 1940 年もしくは 1943 年に東京市が買収を行っている土地を網掛けした図である。
この図 2-2-4 を図 2-2-2 と比較すると、渋谷町第六号路線ノ二、第一号路線、第二号路線の一部の土地の
買収が行われていることがわかる。以上から渋谷駅東口では、西口に先立って広場及び街路計画が事業化
され、1940 年もしくは 43 年に東京市によって土地買収が進んでいたと見ることができる。買収が一部で
あったことからも事業は戦時体制から頓挫したとみてよいだろう。そして、1945 年 1 月 19 日に陸軍が撮
影した航空写真「95F15-C4-54」を確認すると、鉄筋コンクリート造の大阪貯蓄銀行（戦後は協和銀行）
が第二号路線予定地に存在ものの、図 2-2-2 の計画地の建物が除去され空地になっていることがわかる。
これは「最も混雑する駅付近の建物を疎開して広場及道路を造成する」★ 2-9 ことを目的に 1943 年度に行
われた主要駅付近疎開事業の一環で建物が除去された地域であると考えられる。主要駅付近疎開事業では、
渋谷駅附近 560 坪が指定されている。さきに見た東京市の土地買収のうち、1943 年に行われたものはこ
の主要駅付近疎開事業によるものの可能性もあるが、資料的限界から東京都市計画渋谷駅付近広場及街路
事業によるものか、主要駅付近疎開事業よるものか明らかにすることができない。
★ 2-8　越沢明『東京都市計画物語』日本経済評論社 , 1991 年、越沢明『東京の都市計画』岩波書
店 , 1991 年、榛沢芳雄・為国孝敏「東京の駅広場計画の変遷　－明治時代からの戦災復興期まで－」
『日本土木史研究発表会論文集』第 9 巻 , 1989 年、など。























駅東側の明治通りに沿う幅員 18m 延長 422m の第一号路線、東側広場より第一号路線に通じる幅員 18m
延長 78m の第二号路線、西側広場より目白方面に通じる幅員 15m 延長 116m の第三号路線、西側広場か
ら豊島師範学校前に通じる幅員 15m 延長 47m の第四号路線、豊島師範学校前から放射線第八号路線方面
に至る幅員 15 〜 18m 延長 387m の第五号路線、第五号路線と直行する幅員 11 〜 15m 延長 149m の第



















　1945 年 1 月 19 日に陸軍が撮影した航空写真（図 2-2-6）をみると、駅西側に曲線を描きながら広大な
空地が取られていることがわかる。この空地が疎開事業の第一次（1944 年 1 月 26 日）と第三次（1944
年 4 月 17 日）で指定された交通疎開空地 3,390 坪である★ 2-10。渋谷驛前廣場計畫として計画された駅前
広場は 3,659.65 坪（12,098㎡）であったため、規模が少し小さいものの、図 2-2-6 と図 2-2-2 を比較すると、
ほとんど同じ規模で広場が取られていることがわかる。









★ 2-10　第一次指定された渋谷区上通３丁目の 790 坪と、第３次指定された渋谷区上通３丁目、
大和田町、桜ヶ丘町の 2,600 坪。東京都『東京都戦災誌』明元社 , 2005 年 , pp.186-188。
★ 2-11　東京都『東京都戦災誌』明元社 , 2005 年 , p.182。











































都『東京都戦災誌』明元社 , 2005 年 , pp.186-188。
★ 2-13　池袋駅付近の旧土地台帳は法務局豊島出張所に所蔵されているが、東口の交通疎開空地の
土地の旧土地台帳は保管されていなかった。
★ 2-14　「池袋に連鎖市場の店開き」『朝日新聞』1946 年 2 月 13 日朝刊 , p.2。
池袋駅前広場
　本論文が対象とする三つの駅近傍のうち、池袋駅近傍については唯一疎開空地の図面が残されている。『豊




事業の第三次（1944 年 4 月 17 日）で指定された交通疎開空地、池袋駅東口の 5,300 坪と西口の 2,100 坪
である★ 2-12。この交通疎開空地は、1944 年 10 月 22 日に陸軍が撮影した航空写真（図 2-2-11）で、建物
が除去されていることがわかる。
　図 2-2-10 と図 2-2-5 を比較すると、東口では交通疎開空地が武蔵野鉄道の駅舎部分も含んでいることか
ら面積が広くなっているものの、西口ではほとんど同規模の空地がつくられていることがわかる。
　池袋の駅前広場の土地のうち、東口広場の土地に関する旧土地台帳は散逸して確認することができない
が★ 2-13、西口広場の土地については図 2-2-12 の網掛け部が 1945 年に疎開空地として東京都に買収されて
いることが、旧土地台帳の記載事項からわかる。
　図 2-2-13 は 1947 年 8 月 8 日に米軍が撮影した航空写真である。戦後になると、東口広場では疎開空地
のうち建物が除去されていた場所に、池袋露店商組合支部が「明るい連鎖市場（J・V・C）」を看板に掲げ、





図 2-2-11：1944 年 10 月 22 日に陸軍が撮影した航空写真「8912-C1-150」























　1945 年 1 月 6 日に陸軍が撮影した航空写真（図 2-2-14）からは、駅東側一帯の建物が除去されている















































　露店は江戸時代から取り締まりの対象となってきたが、明治時代以降では、まず 1873 年 10 月 31 日東
京府令により、一般の露店（植木商は除く）の構造が間口九尺、奥行き四尺に制限される。これが露店の
基本寸法となる。その後、1882 年、1897 年の二度露店撤廃令が出され、1900 年には警視庁令により見
世物興業に鑑礼制を設けるとともに、社寺境内、私有の空地以外の一般街頭での興業が禁止されるが、そ
























★ 3-2　東京市役所『露店に関する調査』東京市役所 , 1932 年 , p.13。
★ 3-3　秦孝治郎『露店市・縁日市』中央公論社 , 1993 年 , pp.101-102。
★ 3-4　露店ハ所轄警察署ニ於テ指定シタル区域内ニ非サレハ之ヲ出スコトヲ得ス。





★ 3-7　戦前の露店商に関しては和田信義『香具師奥義書』文藝市塲社 , 1929 年 , 東京市役所『露
店に関する調査』東京市役所 , 1932 年、横井弘三『露店研究』（出版タイムス社、1931 年）、大
岡聡「昭和恐慌前後の都市下層をめぐって―露店商の動きを中心に―」（『一橋論叢』 118 巻 2 号 , 
pp.342-360, 1997 年 8 月）、添田知道『てきやの生活』雄山閣出版 , 1973 年などを参照。
★ 3-8　大岡聡「昭和恐慌前後の都市下層をめぐって―露店商の動きを中心に―」（『一橋論叢』 118




を供給していた。しかし、その料金は住宅向けの電気料金の 5 倍から 8 倍で、露店商からは不満が募った。














　明治 37 年（1904）に 7,000 人余と言われた露店商は、昭和 5 年（1930）の国勢調査では「露天商人行
商人呼売商人」に属するものが東京市内で 12,237 人を数え、昭和 6 年（1931）の東京市『露店に関する調査』
は市内の露店出店者数を 13,942 人と推定している★ 3-13。その後、日中戦争、太平洋戦争と進むにつれ露店
商は減少してゆき、昭和 19 年（1944）初頭には約 4,000 人に、終戦時にはテキヤ総数は約 3,500 名に減少し、









★ 3-9　「新ブラ夜店」『大新宿』大新宿社、1930 年 9 月号、p.17
★ 3-10　大岡聡「昭和恐慌前後の都市下層をめぐって―露店商の動きを中心に―」（『一橋論叢』 
118 巻 2 号 , pp.342-360, 1997 年 8 月） p.349
★ 3-11　東京市役所『露店に関する調査』東京市役所 , 1932 年 , p.259
★ 3-12　新宿区民族調査会『新宿区の民族（３）新宿地区編』新宿区立新宿歴史博物館 , 1993 年 , 
p.63。
★ 3-13　大岡聡「昭和恐慌前後の都市下層をめぐって―露店商の動きを中心に―」（『一橋論叢』 
118 巻 2 号 , pp.342-360, 1997 年 8 月） p.343


















対して組合入会金を 10 円、組合費を月 3 円、支部入会金を 10 円、支部費を月 2 円納め、営業を認める鑑
札を得る必要があった。そして、営業する場合は毎日、塵銭 1 円、土地占有料 1 円、直接税甲 2 円、乙 1 円、
★ 3-15　東京露店商同業組合の組織形態に関しては全面的に初田香成「東京の戦後復興とヤミ市」
（『盛り場はヤミ市から生まれた』青弓社 , 2013 年 , pp.19-54）を参照した。





丙 50 銭、間接税飲食物販売者 2 円、雑貨販売者 1 円、小物販売者 50 銭といった経費を納めていた。いず
れも東京露店商同業組合愛宕支部が営業者から直接微収するとともに、税金については特例で同支部長が
査定まで行っていたという。こうした組に所属した露店商のうち、もともと露店商であった人は 19.5% で、




































出始めた。こうして、1950 年 3 月豊橋市と同市商工会議所によって建設費の一部が負担され、民衆駅第一
号の豊橋駅が誕生した。
　民衆駅とは、駅本屋の建設費の一部または全部を国鉄以外の事業者に負担させ★ 3-19、その条件として駅
本屋の一部をその事業者に使用させる事を認めたものである。1950 年の豊橋民衆駅から 1971 年に日本国
有鉄道法（以下、国鉄法）施行令第１条が改正され、国鉄が駅ビル開発事業に直接投資が出来るようにな
るまで、全国 55 カ所の駅（現存 30 カ所）がこの方式によって建設された。現在の JR 主要駅には必ずと言っ

















★ 3-20　1982 年 4 月、国鉄は分割民営化にともなって新たに不動産業に乗り出した。京都ステー
ションシティ以降、小倉、博多、名古屋、札幌、大阪と続々と大規模な駅周辺の再開発を進めている。
（参考：藤村龍至「巨大開発の時代（1968-2011）の終焉と現代日本の新たな生命線」『建築雑誌』




































★ 3-23　立花次郎「民衆駅の歴史と意義」『鉄道建築ニュース』1961 年 10 月号、pp.26-31。





運動を起こし、同年 12 月 26 日に市長より駅改築の請願書が提出された。これが、同時期に議論されてい
た民衆駅の方針とかさなり、民衆駅方式で駅が改築されることとなった。1948 年 7 月 2 日建設が承認され、



















　伊藤滋は 1947 年 1 月に運輸省を退職し★ 3-26、自身が民間人となって、同年 11 月 27 日、池袋西口に民
間資本による駅本屋を含むデパート計画を立案し、建設の申請を行った。翌 1948 年 2 月に、停車場及び
その付帯施設の建設、経営、賃貸その他を目的とする日本停車場株式会社を設立し★ 3-27、事業家の矢下治
藏を社長に据え★ 3-28、自身は副社長に就任する。会社の重役 13 名中 6 名は元国鉄幹部、社員 26 名中国鉄
退職者は 6 名であった★ 3-29。資本金 2,500 万円でスタートし、東京銀行、勧銀、入居予定の東横百貨店か
ら賃貸料 5,000 万円を先に払い受けるとともに、3,000 万円を借入れ、民衆駅建設費にあてた。
　もともと池袋西口は民衆駅第一号として運輸省内で議論されていたが、隣接する東武鉄道との交渉に手
間取っているうちに、豊橋駅に先を越されてしまった★ 3-30。池袋西口民衆駅は 1948 年 12 月 23 日に建






★ 3-26　「伊藤滋氏経歴」『鉄道建築ニュース』1971 年 11 月号、p.4。































建設承認 民衆駅名 原因 構造：階数 出願者 財産帰属（躯体の所有） 建設費負担 営業者（構内営業承認） 開業
1948 年 7 月 2 日 豊橋民衆駅 戦災 木造：地上２階 豊橋市長 国鉄所有 折半負担 豊栄百貨店　外 12 1950 年 4 月





















り、1952 年 5 月国鉄内で東京駅八重洲本屋建設計画委員会が組織され、建設計画の要項が策定された。そ
の概要は、次の５点である。①資本金は三億円程度で国鉄関係（国鉄以外）より優先募集。②鉄道記念日


























建設承認 民衆駅名 原因 構造：階数 出願者 財産帰属（躯体の所有） 建設費負担 営業者（構内営業承認） 開業
1948 年 7 月 2 日 豊橋民衆駅 戦災 木造：地上２階 豊橋市長 国鉄所有 折半負担 豊栄百貨店　外 12 1950 年 4 月



































1953 年 10 月 1 日、民衆駅の建設および運営、土地建物および高架下の売買や賃貸に関する国鉄総裁の諮
問機関として、外部の有識者を委員とする民衆駅等運営委員会を設置した。そして、委員会にもとづき、





ことによって工事が進み、1954 年 10 月 14 日に駅舎国鉄部分の使用が開始され、大丸が入居した民衆施
設部分は同年 12 月 20 日に開業した。建物の所有は二階以上が鉄道会館の所有、それ以外が国鉄の所有と
なった★ 3-39。
★ 3-33　『鉄道会館 50 年のあゆみ』（鉄道会館、2002 年）pp.4-6。
★ 3-34　立花次郎「民衆駅の歴史と意義」『鉄道建築ニュース』1961 年 10 月号、pp.26-31。
★ 3-35　山崎兌「東京驛八重洲本屋の計画について」『鉄道建築ニュース』1953 年 7 月号、pp.2-
7。








































★ 3-42　藤島茂「民衆駅について」『鉄道建築ニュース』1956 年 10 月号、pp.2-8。
★ 3-43　堂垣正温（株式会社天王寺ステーションビルディング取締役施設部長）「天王寺民衆駅の
あれこれ」『鉄道建築ニュース』1963 年 1 月号、pp.46-49。
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第２章　東京の副都心の形成 —鉄道敷設・基盤整備・都市アクター—
順位 年月日 駅名 原因 構造 現存 建設費負担 躯体の所有 営業者名（1956年10月現在） 営業種目 出願者 開業
1 1948.7.2 豊橋 戦災 木造：地上２階 × 折半負担 国鉄 株式会社豊栄百貨店　外12 店舗・食堂等 豊橋市長 1950.4
改良 RC造：地上３地下１ ○ 折半負担 豊橋ステーションビル株式会社 貸店舗 1970.7




日本停車場株式会社　社長：矢下治蔵 デパート・銀行・食堂等 日本停車場K.K 1590.12
SRC造・S造：地上15地下４ ○ 日本停車場株式会社 貸店舗（百貨店） 1971.11
3 1950.9.6 秋葉原 戦災 RC造：地上３（高架下） × 全額負担 国鉄 株式会社秋葉原デパート　社長：小沢豊 デパート・貸事務室・銀行・食堂 秋葉原会館K.K 1952.2
4 1950.10.21 尾張一宮 戦災 RC造：地上３ × 折半負担 国鉄 株式会社第一証券　外66 事務室 尾張一宮市長 1952.1
5 1951.3.6 門司 戦災 RC造：地上２ × 折半負担 国鉄 鉄道弘済会　支部長：奥廣太郎 事務室・食堂 門司市長 1952.3
6 1951.3.20 高円寺北口 戦災 RC造：地上３（一部地下１） × 全額負担 国鉄 財団法人東京青少年文化協会　理事長：吉田義雄 デパート・銀行・映画館 高円寺復興協力会 不明
7 1951.8.19 札幌 老朽化 RC造：地上４地下１ × 折半負担 国鉄 ステーション・デパート協同組合　理事長：菅野常一郎 店舗・食堂・ニュース映画館 札幌市長 1952.12
8 1951.9.3 西鹿児島 RC造：地上２ × 折半負担 下原清市　外13 店舗（構内旅客営業） 1952.4
9 1951.10.16 福井 戦災 RC造：地上３ × 折半負担 国鉄 株式会社福井ステーション・ビル　社長：熊谷太三郎 ホテル・店舗・食堂・集会室 福井市長 1952.6
10 1951.11.17 富山 戦災 RC造：地上３ × 折半負担 国鉄 富山商店街共同組合　理事長：中田保（1961年5月現在：株式会社富山ステーションデパート） デパート・食堂・陳列場 富山市長 1953.11
11 1952.9.25 東京八重洲口 老朽化 RC造：地上12（当初６）地下２ × 折半負担 国鉄＋会社 株式会社鉄道会館　社長：松井春生 店舗・デパート・貸事務室・国鉄クラブ等 鉄道会館 1954.10
12 1952.9.30 金沢 RC造：地上４地下１ × 折半負担 国鉄 金沢地下ビル株式会社　社長：土井登 店舗・食堂（２～４階 鉄道管理局） 金沢市長 1953.3
13 1952.10.2 沼津 戦災 RC造：地上２ ○ 折半負担 国鉄 株式会社沼津駅デパート　社長：石橋治八　外１（1961年5月現在：沼津ステーションビル株式会社） 店舗・食堂等 沼津市長 1953.3
14 1952.10.6 松江 戦災 RC造：地上２ × 折半負担 国鉄 鉄道弘済会　支部長：中村豊四郎 店舗・食堂等 松江市長 1953.3
15 1954.10.28 八幡 改良 RC造：地上３ × 折半負担 国鉄 八幡市長　大坪純（1961年5月現在：北九州市） 展示場・事務室 八幡市長 1955.7
16 1955.9.20 水戸 戦災 RC造：地上２ × 折半負担 国鉄 協同組合水戸駅観光デパート　代表：和田裕之助（1961年5月現在：株式会社水戸観光デパート） 店舗・食堂 水戸市長 1956.12








18 1956.11.5 新潟 改良 RC造：地上２地下１ × 折半負担 国鉄 協同組合新潟名店デパート　理事長：石本清太郎 店舗・食堂 新潟市長 1958.4
RC造：地上６地下１ 株式会社新潟ステーションデパート（1961年5月現在） 店舗（２～６階 鉄道管理局）
19 1956.11.10 小倉 改良 RC造：地上４（一部地下１） × 折半負担 国鉄 株式会社小倉ステーションビル　社長：村上巧児 デパート・ホテル・貸事務室 小倉市長 1958.3
20 1957.3.20 宇都宮 RC造：地上２ × 株式会社宇都宮デパート 社長：小野小七 貸店舗 1958.2
21 1957.9.27 川崎 戦災 RC造：地上５塔屋２地下１ ○ 全額負担 川崎交通建物株式会社　社長：根本茂（1961年5月現在：株式会社川崎ステーションビル） 貸店舗・貸室 1959.3
22 1958.5.8 岐阜 RC造：地上２ × 折半負担 株式会社岐阜ステーション・デパートメントストアー社長：長谷川忠 貸店舗・貸室 1959.10
23 1958.8.30 姫路 RC造：地上５地下１ ○ 株式会社姫路観光交通会館社長：石見元秀 貸店舗・貸室 1959.11
24 1958.10.29 盛岡 RC造：地上２地下１ × 盛岡ステーションビル株式会社社長：山本弥之助 貸店舗（2階 森岡車掌区その他） 1959.11
25 1959.1.14 四日市 RC造：地上２ ○ 三重交通株式会社　社長：安保正敏　外１（1961年5月現在：三重交通株式会社・三岐鉄道株式会社） 事務室 1960.5
26 1959.6.13 旭川 老朽化 RC造：地上２地下１ × 折半負担 旭川ステーションビル株式会社 貸店舗（２階 鉄道管理局） 1960.6
27 1960.2.11 天王寺 改良 RC造：地上８地下１ ○ 折半負担 株式会社天王寺ステーション・ビルディング　社長：鈴木角一郎 ホテル・名店街・お好み食堂街・映画館 1962.9
28 1960.6.8 秋田 老朽化 RC造：地上３ × 折半負担 秋田ステーションデパート株式会社　社長：川口大助 貸店舗 1961.9
29 1960.9.7 錦糸町 RC造：地上６地下１ ○ 全額負担 株式会社錦糸町交通会館　社長：那波光正（1961年5月現在：株式会社錦糸町ステーションビル） 貸店舗・貸室 1962.4
30 1960.9.9 釧路 老朽化 RC造：地上４地下１ ○ 折半負担 釧路ステーション・ビル株式会社　社長：宮地米造 貸店舗（２～４階 鉄道管理局） 1961.9
31 1961.5.17 横浜西口 戦災・改良 RC造：地上７地下２ ○ 全額負担 株式会社横浜ステーションビル　取締役社長：鳥居菊造 貸店舗・食堂街・遊戯施設（民衆駅で初めてボーリングセンター）等 1962.11
32 1961.7.29 新宿東口 改良 RC造：地上８地下３ ○ 折半負担 株式会社新宿ステーションビルディング 貸店舗・貸室 1964.5
33 1961.9.13 福島 老朽化・改良 RC造：地上２地下１ ○ 折半負担 福島ステーションビル株式会社 民衆施設デパート・貸室 1962.1
34 1961.10.9 蒲田東口 戦災・改良 RC造：地上７地下１ ○ 全額負担 蒲田振興株式会社 貸店舗 1963.3
35 1961.12.26 千葉 都市計画（戦災）
RC造：地上８地下１
（一部高架下） ○ 折半負担 株式会社千葉ステーションビル
食堂・店舗・ホール・結婚式場・宴会場・
診療所・子供遊園地・廻転展望台 1963.4
36 1962.2.21 博多 RC造：地上７地下１ × 株式会社博多ステーションビル 貸店舗（百貨店）・貸室（ホテル） 1964.5
37 1962.3.5 明石 戦災・改良 RC造：地上２（高架下） ○ 折半負担 株式会社明石ステーションセンター 貸店舗 1964.1
38 1963.3.7 戸畑 改良 RC造：地上４地下１ × 折半負担 戸畑ステーションビル株式会社 貸店舗・貸室・ホテル 1964.9
39 1963.12.16 広島 戦災・改良 RC造：地上７地下１ ○ 折半負担 広島ステーションビル株式会社 ホテル・デパート・映画館・浴場・駐車場 1965.1
40 1964.2.24 鶴見東口 RC造：地上７地下２ ○ 鶴見振興株式会社 貸店舗 1965.7
41 1964.4.14 別府 RC造：地上１（高架下） ○ 株式会社別府ステーションセンター 貸店舗 1966.7
42 1965.6.15 帯広 老朽化・改良 RC造：地上４地下１ × 折半負担 帯広ステーションビル株式会社 貸店舗・貸室・ホテル 1966.1
43 1965.6.23 高岡 老朽化・改良 RC造：地上３地下１ × 折半負担 株式会社高岡ステーションビル 貸店舗 1966.1
44 1965.10.27 目黒 RC造：地上５地下２ ○ 全額負担 株式会社目黒ステーションビル 貸店舗 1967.1
45 1966.3.2 山形 RC造：地上２地下１ × 株式会社山形ステーションビル 貸店舗 1967.8
46 1966.6.20 大宮 老朽化・改良 RC造：地上６地下２ ○ 折半負担 株式会社大宮ステーションビル 貸店舗 1967.10
47 1966.9.26 和歌山 老朽化・改良 RC造：地上４地下２ ○ 折半負担 株式会社和歌山ステーションビルディング 貸店舗 1968.3
48 1968.5.21 徳山 改良 RC造：地上３地下１ ○ 折半負担 徳山ステーションビル株式会社 貸店舗 1969.10
49 1968.5.21 蒲田西口 戦災・改良 RC造：地上10地下２ ○ 全額負担 蒲田振興株式会社 貸店舗・貸室 1970.4
50 1968.9.27 吉祥寺 RC造：地上２地下１（高架下） ○ 株式会社吉祥寺ステーションセンター 貸店舗 1969.12
51 1970.12.26 小岩 RC造：地上１地下１（高架下） ○ 東京高架株式会社 貸店舗 1972.7
52 1970.12.26 市川 RC造：地上１地下１（高架下） ○ 千葉高架株式会社 貸店舗 1972.9
53 1970.12.26 本八幡 RC造：地上１地下１（高架下） ○ 千葉高架株式会社 貸店舗 1972.10
54 1970.12.26 船橋 RC造：地上１地下１（高架下） ○ 千葉高架株式会社 貸店舗 1972.11





















































★ 3-45　斎藤隆雄「天王寺民衆駅の経過と問題点」『鉄道建築ニュース』1963 年 1 月号、pp.8-
13。
















	 a：芳賀善次郎『新宿の今昔』紀伊国屋書店 ,	1970 年
	 b：河村茂『新宿・街づくり物語	−誕生から新都心まで三〇〇年−』鹿島出版会 ,	1999 年
	 c：戸沼幸市	編著『新宿学』紀伊国屋書店 ,	2013 年
	 d：初田亨・他による機能分布変遷に関する一連の研究
	 	 内野伸勝・初田亨・平井充・小黒康典・西岡大輔「商店・事業所の機能分布からみた都市・
	 	 新宿駅東口周辺の変遷 (1933-2004)	-	東京の繁華街に関する都市・建築史の研究	その 4」
	 	 （『工学院大学研究報告』第100号 ,	pp.145-152）、二本柳望・初田亨・川島一記・佐藤勇輝「新
	 	 宿駅西口周辺における 1958 年から 2005 年までの商店・事業所の分布からみた都市の歴
	 	 史的変遷」（『工学院大学研究報告』第 106 号 ,	pp.87-94）ほか。
	 e：ヤミ市調査団・他『ヤミ市模型の調査と展示』江戸東京博物館 ,	1994 年
	 f：松平誠『ヤミ市幻のガイドブック』筑摩書房 ,	1995 年
	 g：初田香成「闇市の簇生と変容—都市建築としてのマーケット」（『都市の戦後	雑踏のなかの都











































	 					1969 年 1月 25 日
	 L．東京特別都市計画事業復興土地区画整理第 9−2 地区換地明細書　1969 年 1月 25 日
	 M．東京特別都市計画事業復興土地区画整理第9−2地区換地確定図（区画整理以前／区画整理以後）　
	 					1970 年 3月 31 日





























　戦前の新宿について図 3-2-1・3-2-2 からは土地の状況を、図 3-2-3 からは建物の状況を確認したい。図
3-2-1 は 1912 年、図 3-2-2 は 1938 年の対象地における地番、土地境界を示した図である。1912 年には
5筆で構成されていた対象地区が、1938 年までに 16筆に分筆され、宅地の細分化が進んでいる。
































































★ 2-2：1938 年 11 月 7 日以降は渡辺文雄所有。
★ 2-3：ヤミ市調査団・他『東京都江戸東京博物館調査報告書 第 2 集 常設展示制作に伴う調査報
告 2( 大型模型 2) ヤミ市模型の調査と展示』江戸東京博物館 , 1994 年 , pp.92-129。
★ 2-4：「F.S. 氏の話」（ヤミ市調査団・他『東京都江戸東京博物館調査報告書 第 2 集 常設展示制作





★ 2-6：火災保険特殊地図ではコンクリート造およびレンガ造を耐火建造物、ラス張り ( ラスモル
タル壁 ) および土蔵造を防火建造物に分類している。
★ 2-7：高野本店ビル 1 号館は 1936 年竣工。2 号館は 1937 年竣工。共に地上 3 階・地下 1 階建て。
新宿高野 100 年史編集委員会『新宿高野 100 年史 創業 90 年の歩み 戦前編』新宿高野 , 1975 年 , 
pp.169−175。
★ 2-8：中村屋新館は 1933 年竣工。地上 5 階建て。ヤミ市調査団・他『東京都江戸東京博物館
調査報告書　第 2 集　常設展示制作に伴う調査報告 2（大型模型 2）ヤミ市模型の調査と展示』
pp.116−117
★ 2-9：中村屋工場ビルは 1937 年 3 月竣工。地上 5 階地下 1 階建て。中村屋社史編纂室『中村屋
100 年史』株式会社中村屋 , 2003 年 , pp.110。
★ 2-10：聚楽は 1934 年竣工。地上 5 階建て。聚楽社史編集委員会『聚楽 50 年のあゆみ』株式会
社聚楽 , 1974 年 , pp.60−61。


































































　対象地区に関係する疎開空地は、1944 年 4月 17 日の第三次指定（内務省告示第 177 号）により交通疎
開空地に指定された新宿駅東口の 1900 坪（交通疎開空地番号：111）で、同年 7月 31 日までに耐火建物
を除き建物の除去を終えている★2-12。東京都の建物疎開は、建物に対しては補償がなされたが、土地につ
いては、買収された場所と買収されず賃貸となっていた場所がある★2-13。管見の限りでは新宿駅東口の交










　対象地区は 1945 年 5月 25 日夜から 26 日の午後にかけての空襲によって劫火に包まれ、灰燼に帰した
★2-17。ここでは、1945 年 8 月から 9月にかけて撮影された米軍の航空写真をもとに描かれた地形図★2-18
と、報道写真家影山光洋が 1945 年 9 月 30 日に撮影した新宿の風景写真★2-19 から、戦災直後の対象地を
図 3-2-6 のように復元した。空襲後に対象地区に焼け残った建物は、鉄筋コンクリート造の建物 5棟と、
土蔵 1棟である。
★ 2-12：東京都『東京都戦災誌』1953 年 , pp.178−198。
★ 2-13：越澤明『復興計画』中央公論新社 , 2005 年 , pp.147。
★ 2-14：国土地理院所蔵 1945 年 1 月 6 日陸軍撮影の空中写真「95D4−C1−2」。
★ 2-15：［ − ］で示した数字は、その土地の地番である。字はすべて角筈一丁目。
★ 2-16：『読売新聞』1952 年 9 月 6 日朝刊 ,p.3。
★ 2-17：新宿区『新宿区史 区成立 50 周年記念 第 1 巻』1998 年 , pp.387−392。
★ 2-18：地図資料編纂会『戦災復興期　東京 1 万分 1 地形図集成』柏書房 , 1988 年 , p.28。
★ 2-19：ヤミ市調査団・他『東京都江戸東京博物館調査報告書 第 2 集 常設展示制作に伴う調査報
告 2( 大型模型 2) ヤミ市模型の調査と展示』p.33。
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★ 2-23：国土地理院所蔵 1947 年 9 月 8 日米軍撮影の空中写真「NI−54−25−6」を参考に作図した。
★ 2-24：尾津喜之助は新宿が空襲を受けるようになってからも、戦中期終戦直前まで、路上で露店















































★ 2-29：1946 年、同地の地主・借地人 11 人は「睦会」という団体をつくり、尾津に土地の返還を要求。
1947 年 4 月 11 日に尾津組に対して撤退を求める訴訟を起こす。中村屋社史編纂室『中村屋 100
年史』p.132、有馬宏明 (1977)『新宿大通り二八〇年』新宿大通商店街振興組合 , p.63 など。
★ 2-30：『読売新聞』1947 年 6 月 27 日朝刊 ,p.2。
★ 2-31：『読売新聞』1947 年 8 月 22 日朝刊 ,p.2。
★ 2-32：「（９）T.K. 氏の話」ヤミ市調査団・他『東京都江戸東京博物館調査報告書 第 2 集 常設展




★ 2-34：1948 年 10 月 15 日に社名「株式会社野村組」を「野村工事株式会社」へ改称。現在の
大和小田急建設。野村専太郎は 1949 年 1 月 23 日の第 24 回衆議院議員総選挙に東京 1 区から民
主自由党公認として立候補し、当選。1952 年まで衆議院議員を勤める。1947 年 4 月 25 日の第
23 回衆議院議員総選挙には同区から尾津喜之助が立候補し、落選している。
★ 2-35：関根弘『新宿　盛り場・ターミナル・副都心』大和書房 , 1964 年 , pp.180-181、（『週刊朝日』
1949 年 10 月 2 日号 , 朝日新聞社、からの引用）。
★ 2-36：ヤミ市調査団・他『東京都江戸東京博物館調査報告書 第 2 集 常設展示制作に伴う調査報
告 2（大型模型 2）ヤミ市模型の調査と展示』p.101、p.118。当時の関係者へのインタビュ （ー1990









て野村工事が 1948 年 4月から高野ビル 1号館 3階を賃貸することになったということである★2-35。この
背景には、当時の関係者に野村専太郎は「尾津の番頭をしていた」★2-36 と証言されるほど、野村専太郎と
尾津喜之助が深い関係にあったことがある。
　この一年ほど前である 1947 年 6月、市島敬造は都から返還された土地［1-6］［1−23］［1−24］に露店
街を建設しようと区役所へ行き出店許可を願い出たところ、復興都市計画緑地に指定されているため、建
物の建設は許可できないと拒否された。そこで仕方なく、土地を手放すこととした。これを聞いた野村専





ター★2-41 の施工（1951 年 12 月竣工）を一手に請負うなど、戦後復興期から高度成長期にかけて建設会社
として新宿の形成に大きく関わっていくこととなった。
　一方、高野の商店としての復興はどうであったかというと、果実部が 1947 年 1月から仮営業をはじめ、
同年 2月 26 日からは二号館で果実部、フルーツパーラーが本格的に業務再開する。そして、同年 3月 26
日からは二号館の 2階、3階、地下 1階を東急会館（東急百貨店の食堂部門）へ貸与し、二号館の全フロ
アの使用が始まる。その後、東急会館は歌舞伎町に建設した新宿東急文化会館を 1956 年 11 月末に開業す
るまで高野二号館に入居していた★2-42。1947 年当時、高野の社史によれば一号館は未使用となっているが、
尾津の無料診療所が入居していたはずである。




















図 3-2-8　1948 年 4 月の新宿駅東口におけるマーケットの分布。
注）影山光洋撮影の写真「復興を始めた新宿」３枚を筆者合成。所収：ヤミ市調査団・他『東京都江戸東京博物館調査報告書 
第 2 集 常設展示制作に伴う調査報告 2( 大型模型 2) ヤミ市模型の調査と展示』（東京都江戸東京博物館 ,1994 年）30—32 頁。
★ 2-39：「民自内部で利権争い 暴力の街 ” 新宿 ”」『新宿民報』第 20 号 , 1949 年 8 月 1 日 , p.1。
★ 2-40：戦後、新宿通りの交通量が増加したため、交通の円滑を妨げている都電の移設が計画され、
新宿通りを走っていた都電の軌道が 1949 年 4 月に靖国通りへと付け替えられた。
★ 2-41：露店整理事業からの 6,700 万円の融資と自己資金 2,000 万円をもとに、伊勢丹西の都有
地である交通局車庫跡地の一部、靖国通りに面した 747.97 坪の払い下げを受け、建設された百貨
店ビル。建設費 6,729 万円で鉄筋コンクリート造、地上三階、地下一階、延べ床面積 1,139 坪の建物。
北鬼助・眞継不二夫「露店商デパート」『中央公論』1953 年 2 月号 ,p.152。
★ 2-42：新宿高野 100 年史編集委員会『新宿高野 100 年史 創業 90 年の歩み 戦後編』pp.28−
32。
★ 2-43：東京都は 1945 年 9 月 22 日、都訓令甲第 123 号「戦災地における住宅その他の建築物
の築造に関する件」を定め、本建築は許可せず、15 坪以下で移動の容易い簡易的な建築物にするよ
う規定し、これを布達し 10 月 1 日より実施した。東京都『東京都戦災誌』pp.531−533、建設省『戦
























1947 年 9月までにすべて戦前の所有者に売却するか、1948 年に払下するかによって民有地になっていく。
この疎開空地であった場所では、1947 年 7 月頃から野原組★2-44 によって縄で地割りが行われ、闇市が組
織されつつあった★2-45。これは市島が同地に露店街の建設を計画し都に認められず、土地を手放すことを
検討し始めたころと時期が一致する。
★ 2-44：杉東会岡本分家野原組。親分野原松次郎。1926 年創立。『読売新聞』1950 年 9 月 12
日夕刊 ,p.2。






第四号（週間）, 1947 年 7 月 25 日（金）, p.2 より。
85
第３章　新宿駅とその近傍の戦災復興過程
★ 2-47：国土地理院所蔵 1947 年 9 月 8 日米軍撮影の空中写真「NI−54−25−6」と、図 3-2-8 の
比較から断定。
★ 2-48：『サン写真新聞』1948 年 1 月 21 日 ( 水 ) 号掲載の写真から断定。毎日新聞社『毎日グラ
フ別冊 サン写真新聞 “ 戦後にっぽん ” ③昭和 23 年－ 1948・戊子』1989, p.52。
★ 2-49：1948 年 9 月撮影の写真より。新宿高野 100 年史編集委員会『新宿高野 100 年史 創業
90 年の歩み 戦後編』p.40。
★ 2-50：渡辺英綱『新宿ゴールデン街』晶文社 , 1986 年 , p.80。
★ 2-51：旧土地台帳より。
★ 2-52：『読売新聞』1952 年 9 月 6 日朝刊 , p.3。




　図 3-2-8 は 1948 年 4 月の東口駅前であるが、図 3-2-7 では更地になっていた場所にバラックが並んで
いる。このうち図 3-2-9 の斜線部の建物は、野原組によって建設されたマーケットである★2-46。聚楽周辺
の野原組マーケット①は、1947 年 9月 8日から 1948 年 4月の間に建設された★2-47。高野の西側に鉤の手
状に並ぶ野原組マーケット②は、1948 年 1月撮影の写真には写っていないため、1948 年 1月から 4月の
間に建設されたと断定できる★2-48。建設後しばらくして、駅からは見えないように壁がつくられ隠されて
いる★2-49。一コマの広さは 6尺 ×4 尺 5寸で、小さなコマが並ぶその見た目から、後にハモニカ横丁と呼
ばれるようになった★2-50。






























2010 年度明治大学大学院理工学研究科建築学専攻修士論文 , 2011 年 , pp.86−97。
★ 2-56：『読売新聞』1950 年 9 月 12 日夕刊 ,p.2 など。
★ 2-57：淀橋署長の渡会（安方四郎の後任）と野原松次郎は 1948 年末から賄賂でつながってお


























東京都市計画第 9−2 地区復興土地区画整理事業★ 2-58
	対象地区を含む、新宿駅東口の戦災復興土地区画整理事業は東京都市計画第 9−2	地区復興土地区画整理





京都戦災復興土地区画整理事業誌』東京都建設局区画整理部計画課 , 1987 年、建設省『戦災復興
誌 第十巻 都市編Ⅶ』を参照。
























　尾津喜之助は龍宮マーケットを建設した土地の他にも、1958 年 11 月 21 日に土地G［1−23］とH［1−










　しかし、この中村屋が買収したというビル東側の土地は、図 3-2-15 の土地N［前：1-132 ／後：12-23］で、
★ 2-60：『朝日新聞』1952 年 5 月 13 日朝刊 ,p.3。
★ 2-61：『読売新聞』1952 年 9 月 6 日朝刊 ,p.3。
★ 2-62：角筈 1 丁目地番［4−36］の旧土地台帳より。
★ 2-63：旧土地台帳附属地図（1960 年に廃止）では分筆されているため、1960 年までに分筆さ
れたと断定できる。
★ 2-64：換地処分時点での角筈 1 丁目地番［1−6］の土地所有者が尾津喜之助であるため。
★ 2-65：中村屋社史編纂室『中村屋 100 年史』pp.159−160。
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もともとこの場所にあった土地ではなく、換地前は図 3-2-15 の★の位置にあった土地である。図 3-2-5・
3-2-13 の土地 a［11-1］ではない。旧土地台帳によれば、中村屋はこの土地を 1953 年 8 月 19 日に買収





















































































































































































































































町丁名 地番 地目 地積（㎡） 町丁名 地番 地目 地積（㎡） 減歩率（％） 備考
A 角筈１丁目 １-３ 宅地 174.96 角筈１丁目 １２-７ 宅地 132.89 24.05
B 角筈１丁目 １-６ 宅地 63.4 角筈１丁目 12-５ 宅地 58.51 7.71
C 角筈１丁目 １-７ 宅地 282.94 角筈１丁目 ８０２-９ 宅地 245.91 13.09
角筈１丁目 １２-３ 宅地 341.91
角筈１丁目 １１-１ 宅地 182.14
E 角筈１丁目 １-９ 宅地 359.86 角筈１丁目 12-2 宅地 381.48 -5.17 換地によって合筆
F 角筈１丁目 １-２２ 宅地 418.08 角筈１丁目 １２-１１ 宅地 422.68 -1.1
G 角筈１丁目 １-２３ 宅地 143.76 角筈１丁目 １２-６ 宅地 90.24 37.23
H 角筈１丁目 １-２４ 宅地 8.19 角筈１丁目 １２-２４ 宅地 7.63 6.84
I 角筈１丁目 １-２５ 宅地 5.09 角筈１丁目 １２-１０ 宅地 5.12 -0.59
J 角筈１丁目 １-５０ 宅地 37.35 角筈１丁目 12-２５ 宅地 35.7 4.42
K 角筈１丁目 １-５２ 宅地 77.22 ‒ ‒ ‒ ‒ 100 法９０条により金銭清算法１０４条１項により消滅
L 角筈１丁目 １-１１２ 宅地 153.25 ‒ ‒ ‒ ‒ 100 法９０条により金銭清算法１０４条１項により消滅
M 角筈１丁目 １-１１３ 宅地 118.47 角筈１丁目 １２-４ 宅地 83.73 29.3238795
N 角筈１丁目 １-１３２ 宅地 54.94 角筈１丁目 １２-２３ 宅地 67.7 -23.32 宅地地積の適正化
O 角筈１丁目 １-２１４ 宅地 112.42 角筈１丁目 １１-５ 宅地 67.76 39.73
P 角筈１丁目 １-２１５ 宅地 68.36 角筈１丁目 １１-６ 宅地 41.22 39.7
Q 角筈１丁目 １-２１６ 宅地 43.9 角筈１丁目 １１-４ 宅地 26.47 39.7
R 角筈１丁目 １-２１７ 宅地 35.5 角筈１丁目 １１-３ 宅地 19 46.48
S 角筈１丁目 １-２２９ 宅地 396.69 角筈１丁目 ６-８ 宅地 308.69 22.18
T 角筈１丁目 １-２５０ 宅地 63.17 角筈１丁目 １２-８ 宅地 47.96 24.08
U 角筈１丁目 １-２５１ 宅地 195.68 角筈１丁目 １２-９ 宅地 148.59 24.06
V 角筈１丁目 １-２５２ 宅地 414.39 角筈１丁目 １２-１ 宅地 414.61 -0.05
W 角筈１丁目 １-２５４ 宅地 5.86 角筈１丁目 １２-２６ 宅地 5.78 1.37
角筈１丁目 ７-１５ 宅地 367.76
角筈１丁目 １２-１２ 宅地 66.61
Y 角筈１丁目 ４-３６ 宅地 214.9 角筈１丁目 ８０３-９ 宅地 154.74 27.99
Z 角筈１丁目 ４-３７ 宅地 129.25 角筈１丁目 １２-１３ 宅地 104.66 19.03
a 角筈１丁目 １１-１ 宅地 217.65 角筈１丁目 １２-２２ 宅地 152.77 29.81
b 角筈１丁目 １１-１１ 宅地 94.51 角筈１丁目 １２-２０ 宅地 84.82 10.25
c 角筈１丁目 １１-１２ 宅地 51.96 角筈１丁目 １２-２１ 宅地 46.97 9.6
d 角筈１丁目 １２-１ 宅地 720.52 角筈１丁目 １２-１６ 宅地 660.46 8.34
e 角筈１丁目 １２-２ 宅地 66.18 角筈１丁目 １２-１８ 宅地 66.14 0.06
f 角筈１丁目 １２-３ 宅地 66.18 角筈１丁目 １２-１７ 宅地 66.14 0.06
g 角筈１丁目 １３-１ 宅地 458.84 角筈１丁目 １２-１５ 宅地 440.2 4.06
h 角筈１丁目 １３-２ 宅地 509.75 角筈１丁目 １２-１４ 宅地 545.48 -7.01




X 角筈１丁目 ４-６ 宅地 379.80
戦災復興土地区画整理事業　以後戦災復興土地区画整理事業　以前図中の
英字





　1954 年 12 月 30 日午前 2時頃、野原組マーケット①内の飲食店から出火、聚楽を含む「約 12棟 96 世
帯 400 坪が全半焼」★2-66 した。焼失した野原組マーケット①の店舗の営業者たちは、ただちに復興対策委
員会をつくり、まとまって安い材木を仕入れ、再建をはじめる。このマーケットの再建に際して、消防庁、
都建設局、都建築局からそれぞれ個別の見解が出された。すなわち、消防庁からは焼失以前の路地が狭す
ぎるため、消防活動が可能な幅員へ変更するよう要求する通告、都建設局からは 1955 年 3 月までの昭和




もあれば、建築局のいう “建物 ”ではない移動式屋台が六十三軒、区画整理地に集まったという」★2-67 こ
とにしたのである（図 3-2-14）。路地を三倍に広げたため各店舗はそれだけ建坪が減り、従来の一坪半が
一坪に縮まった。これを都建築局では「固定した建物を建ててはいけない。あの建物には車がついている





工事は予定通り 1958 年 11 月末に終了し、地上 6階地下 2階の本社・本店ビルが竣工した（図 3-2-14）。
★ 2-66：『読売新聞』1954 年 12 月 30 日朝刊 ,p.7。
★ 2-67：『読売新聞』1955 年 1 月 18 日朝刊 ,p.7。














































　高野は 1959 年 5月から 1ヶ月の工期で一号館、二号館ともに大規模な改修を行い、両館を統一したファ
サードで覆い外観上一棟の建物とし、内部では二棟を連結する通路を造り、地下ではメトロプロムナード
★ 2-69：『読売新聞』1959 年 11 月 3 日夕刊 ,p.5。
★ 2-70：東京都建設局区画整理部計画課『甦った東京 東京都戦災復興土地区画整理事業誌』p.55。
























く。1964 年 5月 20 日には国鉄の民衆駅である新宿ステーションビルと駅前広場が竣工した。
　高野は 1959 年に改修した建物を 1967 年 10 月から取壊し、新社屋建設に着工した。以降、1967 年 10
月から 1969 年 4 月に高野新ビルが竣工するまでの２年半の間、高野は新宿ステーションビル内の第一売
店と紀伊国屋北側の都電通りに面して建設した第二仮店舗にて営業を行った★2-73。
　図 3-2-17 からは土地A［前：1-3 ／後 12-7］の所有者である清水家（株式会社しみず）が、換地にしみ
ず喫茶を建設していることがわかる。清水家が、野原組に不法占拠されていた自らの土地の権利を全て取
り戻したのは、この戦災復興土地区画整理事業以降である。








































































































　戦前の対象地区の地割については図3-3-2 と図 3-3-4 から、建物の情況については図3-3-3 から確認する。










★ 3-1　国土地理院発行 2 万 5 千分の 1 地形図「東京西部」1929 年二修 , 1931 年発行より。
★ 3-2　武蔵野館は 1920 年に新宿の商店街の店主たちが株主となって、新宿通り沿い、三越の建
つ場所で開館した。その後観客の増加とともに 1928 年対象地区に移転。『新宿盛り場地図』新宿歴
史博物館 , 2005 年より。
★ 3-3　ムーラン・ルージュ新宿座は 1931 年に開場。『新宿盛り場地図』新宿歴史博物館 , 2005
年より。




























































1994 年 , p.118 より。

























（２）戦災　1944−45 年 8 月
建物疎開
　前節同様、本節の対象地区の一部は、1944 年 4月 17 日の第三次指定（内務省告示第 177 号）により交








































★ 3-7　東京都『東京都戦災誌』1953 年 , pp.178−198。
★ 3-8　国土地理院所蔵 1945 年 1 月 6 日陸軍撮影の空中写真「95D4−C1−2」。




　対象地区は 1945 年 5月 25 日夜から 26 日の午後にかけての空襲によって劫火に包まれ、灰燼に帰した
★3-10。ここでは、1945 年 8 月から 9月にかけて撮影された米軍の航空写真をもとに描かれた地形図★3-11





★ 3-10　新宿区『新宿区史 区成立 50 周年記念 第 1 巻』1998 年 , pp.387−392。
★ 3-11　地図資料編纂会『戦災復興期　東京 1 万分 1 地形図集成』柏書房 , 1988 年 , p.28。
★ 3-12　ヤミ市調査団・他『東京都江戸東京博物館調査報告書 第 2 集 常設展示制作に伴う調査報











（１）1945 年 8 月−47 年 6 月
和田組マーケットの建設
　ここでは終戦から和田組が解散する 1947 年 7 月以前の対象地区の変化を観察する。終戦直後、対象地
区の都市組織の再生は、①戦中期に疎開空地に指定された範囲においては和田組のヤミ市が、②それ以外
の範囲においてはほとんどが公的な権利関係のもと地主・借地人によって建設されたバラックが担った。








ことになり、1945 年 12 月、和田組の闇市がここへ移転した★3-15。
★ 3-13　1947 年 9 月 8 日撮影。
★ 3-14　ヤミ市調査団・他「生活（１）聞き取り（２）K.S. 氏、S.N. 氏の話」『東京都江戸東京博
物館調査報告書 第 2 集 常設展示制作に伴う調査報告 2( 大型模型 2) ヤミ市模型の調査と展示』p.92。















社、1975 年 , p.41
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★ 3-15　「立退きの気運のう厚 マーケット（和田組）紛争の跡を辿る」『新宿新報』第 98 号 , 
1949 年 9 月 10 日 , p.1。はつ
★ 3-16　ヤミ市調査団・他「生活（１）聞き取り（３）T.Y. 氏の話」『東京都江戸東京博物館調査
報告書 第 2 集 常設展示制作に伴う調査報告 2( 大型模型 2) ヤミ市模型の調査と展示』p.93。T.Y. 氏
は、和田組マーケットの初期から解散時まで、長くそこで商売をした方である。組合の役員も務めた。
★ 3-17　初田香成は和田組マーケットを 1946 年 10 月竣工としているが、その情報元は不明。初
田香成『都市の戦後』東京大学出版会 , 2011 年 , p.91。
★ 3-18　塚斌・高橋洸・濱誠「戦後における露店市場」（『戦後社会の実態分析』日本評論社、1950 年）
p.226。
★ 3-19　『一億人の昭和史 5 占領から講話へ』毎日新聞 , 1975 年 , p.41。
★ 3-20　それぞれ露店部、八十四軒部、六十三軒部と呼ばれ、1947 年 11 月からは第一マーケット、
第二マーケット、第三マーケットとも呼ばれるようになる。「投書函」『新宿武蔵野商業組合機関誌　
武蔵野』創刊号 , 1947 年 10 月 , pp.20-21 および、書記長 浅岡日出三郎「報告 議事録集」『新宿
武蔵野商業組合機関誌　武蔵野』第三号 , 1947 年 12 月 , pp.12-18 より。














造マーケットが建設されていたという★3-16 ★ 3-17。これは図 3-3-8 に復元した街区Ⅱと街区Ⅲの街区のマー
ケットと同様のものである。1946 年 5 月 10 日に行われた立教大学学生による露店市場の実態調査では、
新宿に存在するマーケットは 32店となっており★3-18、これは尾津組による新宿マーケットのコマ数と一致
するため、1946 年 5 月時点では新宿には新宿マーケット以外のマーケットが存在しなかったと考えられ




その後 1947 年初頭までに街区Ⅰもマーケット化したということである（図 3-3-8）。
　以上のように 1947 年初頭までに建設された和田組マーケットは、街区ごとにまとまった組織として名
称が付けられおり★3-20、不動産的な取扱もそれぞれに異なっていた。
























敬造★3-28 の土地［1-67］であった。ここで注目すべきは、街区Ⅱの土地［1-36］から 1946 年 12 月 28 日
に土地［1-74］が分筆され、和田友一が買い取っていることである★3-29。和田友一という人物についての
★ 3-22　ヤミ市調査団・他「生活（１）聞き取り（８）T.M. 氏の話」『東京都江戸東京博物館調査
報告書 第 2 集 常設展示制作に伴う調査報告 2( 大型模型 2) ヤミ市模型の調査と展示』p.106。T.M. 氏
は、1940 年代の新宿で演歌の流しをしていた。
★ 3-23　ヤミ市調査団・他「生活（１）聞き取り（４）S.N. 氏ご夫妻の話」『東京都江戸東京博物
館調査報告書 第 2 集 常設展示制作に伴う調査報告 2( 大型模型 2) ヤミ市模型の調査と展示』p.98。
S.N. 氏は大正 7 年 12 月 5 日浅草生まれ、妻は大正 9 年 3 月 2 日生まれ。戦前は神田で寿司屋に
勤めた。1946 年 7 月頃から、和田組マーケットにあった寿司屋に勤めたが、1947 年には自ら飲
み屋を開業し、48 年からは寿司屋「むらさき」にした。
★ 3-24　書記局「議事録集」『新宿武蔵野商業組合機関誌　武蔵野』第二号 , 1947 年 11 月 , 
pp.8-12。
★ 3-25　ヤミ市調査団・他「生活（１）聞き取り（８）T.M. 氏の話」『東京都江戸東京博物館調査
報告書 第 2 集 常設展示制作に伴う調査報告 2( 大型模型 2) ヤミ市模型の調査と展示』p.106。
★ 3-26　権利関係上、和田薫は実際には地主ではないが、六十三軒の営業者から地代を取っていた。
会計 山田仁保「正義の下吾等起つ！！」『協議会報』第四号 , 新宿武蔵野商業街区画整理対策協議会
発行 , 1948 年 4 月 25 日 , p.1。
★ 3-27　ヤミ市調査団・他「生活（１）聞き取り（８）T.M. 氏の話」『東京都江戸東京博物館調査

















★ 3-30　1948 年 4 月の時点では和田薫が東京建物に地代を支払っている。その関係が 1946 年
末から始ったと推察される。山田仁保（会計）「正義の下吾等起つ！！」『協議会報』第四号 , 新宿
武蔵野商業街区画整理対策協議会発行 , 1948 年 4 月 25 日 , p.1 より。
★ 3-31　「（６）K.I. 氏の話」『東京都江戸東京博物館調査報告書 第 2 集 常設展示制作に伴う調査報
告 2( 大型模型 2) ヤミ市模型の調査と展示』p.101。


























































　以上のように終戦から 1947 年 6 月までの対象地区の都市組織の変化を観察してきた。ここでは最後に
和田組の社会について、簡単に触れておきたい。和田組は戦前から原宿を本拠地とするテキヤであったが、


















★ 3-36　「投書函」（『新宿武蔵野商業組合機関誌　武蔵野』創刊号 , 1947 年 10 月 , pp.20-21）に、”
かほる会 ” の毎月の組合費が 30 円だったとの記載がある。
★ 3-37　「（３）T.Y. 氏の話」『東京都江戸東京博物館調査報告書 第 2 集 常設展示制作に伴う調査
報告 2( 大型模型 2) ヤミ市模型の調査と展示』p.94。
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（２）1947 年 7 月−49 年 12 月
　和田組が解散した 1947 年 7 月から戦災復興土地区画整理事業による和田組マーケットの整理が始る直
前である 1949 年 12 月までの対象地区の変化を見る。
都市組織の動態
　図 3-3-11 は 1949 年の対象地区の建物の情況を示している。この時期、対象地区の建物のフットプリン
トには大きな変化はないが、一部で建増しが観察されるほか、和田組マーケットでは増築が進む。また、
街区Ⅱの和田組マーケットである八十四軒部が、1947 年 11 月以降「八十八軒部」★3-38 と呼ばれるように
なり店舗数が増加したと考えられるが、航空写真と火災保険特殊地図の比較からは読みとれない。





★ 3-38　浅岡日出三郎「報告 議事録集」『新宿武蔵野商業組合機関誌　武蔵野』第三号 , 1947 年
12 月 , pp.12-18













図 3-3-13　1949 年 12 月の対象地区の地割
ケット内には、1947 年 12 月 16 日に同地の居住者を対象とした生活協同組合「新宿購買利用組合」が結




1947 年 12 月 7日に設置が決定され、1947 年年末から 1948 年の年始にかけて設置された。
　建物のフットプリントに大きな変化がなかったのに対して、地割には大きな変化があった。図 3-3-12 は









　また、街区Ⅰにおいては疎開空地に指定され、都に買収されていた土地のうち土地［1-47］が 1947 年 6





















































なものが 1947 年 8月に結成された「新宿武蔵野商業組合」と、戦災復興土地区画整理事業にともなうマー










たことである。1947 年 6 月 27 日の『読売新聞』には「暴力団・不良を一斉追放　尾津喜之助氏を収容　
関東一圓に “厳戒 ”の緊急指令」との見出しがあり、新宿マーケットの土地問題で地主側を脅迫したとし
て警視庁が尾津喜之助を強制収容した事を伝えている。警察は以後全国的に「街の顔役」狩りを実施する
★ 3-41　「露店（第一マーケット）は一月末で立退きだ」『委員会報』第９号 , 新宿角筈六十三軒区
画整理対策委員会発行 , 1948 年 8 月 25 日 , p.2。
★ 3-42　「官廰にも波及か 新宿粛正 池の内氏を逮捕」『読売新聞』1951 年 7 月 6 日夕刊 , p.3。
武蔵野商業組合は 1949 年 6 月には「ボス組合のレッテルをはられて今や解散を命ぜられる一歩手
前」にあったようで、これ以降に新宿区事業協同組合へと改組したと考えられる。「武蔵野商業組合
解散 購買利用組合に合流？」（『新宿小路新聞』第２０号 , 全国借地借家人同盟新宿支部・新宿小路
商業会発行 , 1949 年 6 月 15 日 , p.2）より。
★ 3-43　1947 年 10 月創刊。1948 年 3 月までに全 6 号が発行された。第五・六号は新宿武蔵野
商業組合および新宿購買利用組合の機関誌となっている。新宿購買利用組合は 1947 年 12 月に新
宿武蔵野商業組合の居住者で結成された生活協同組合。
★ 3-44　新宿角筈六十三軒区画整理対策委員会の機関誌として創刊。組織形態が変るごとに『協
議会報』、『委員会報』、『新宿小路新聞』などと改題し、1948 年 2 月から 1949 年 6 月までに、全
20 号を発行。国会図書館プランゲ文庫所蔵であるが、第 15・17・19 号は収蔵されていない。
★ 3-45　松平誠『ヤミ市 東京池袋』ドメス出版 , 1985 年 , pp.44-45。























　新宿武蔵野商業組合の結成総会は 1947 年 8 月 25 日に開催された。組合員は全 260 名、総会出席者は










が組合へ納める費用が一日七円（衛生費 3円、夜警費 1円半、組合費 2円、水道費半円）、一ヶ月 210 円
★ 3-47　「民主に即応する街の顔役 実業界に組合に第一歩」『新宿ニュース』第四号 , 1947 年 7
月 25 日（金）, p.2
★ 3-48　「和田組改組」『新宿ニュース』第五号 , 1947 年 8 月 6 日（水）, p.2
★ 3-49　新宿二丁目赤線街周辺の露店を配下におく親分。
★ 3-50　尾津組配下だった露店を尾津組解散後に仕切っている、尾津組後継組織と推察される。  












★ 3-52　書記局「議事録集」『新宿武蔵野商業組合機関誌　武蔵野』第二号 , 1947 年 11 月 , 
pp.8-12。
★ 3-53　企画部長 栗原春人「論説 年頭所感」『新宿武蔵野商業組合機関誌　武蔵野』第四号 , 































また、こうした活動の支援を受けるため、1948 年 10 月より六十三軒部は全国借地借家人同盟に加入して
いる★3-60。
★ 3-54　会計 山田仁保「所感」『六拾参軒』第 1 号 , 新宿角筈六十三軒区画整理対策委員会発行 , 
1948 年 2 月 10 日 , p.2。
★ 3-55　「東京都庁は確認したぞッ！！俺たちの生活権を ＝区画整理対策闘争で＝」『六十三軒☆
改題　協議会報』第 2 号 , 新宿武蔵野商業街区画整理対策協議会発行 , 1948 年 3 月 5 日 , p.1。
★ 3-56　「和田氏 申告書に捺印せず」「土地所有者連署に応ぜざる理由書（七月十三日提出）」『委
員会報』第七号 , 新宿角筈六十三軒区画整理対策委員会発行 , 1948 年 7 月 25 日 , p.1。
★ 3-57　「土地所有者連署に応ぜざる理由書（七月十三日提出）」『委員会報』第七号 , 新宿角筈
六十三軒区画整理対策委員会発行 , 1948 年 7 月 25 日 , p.1。
★ 3-58　「家屋登記に奔走のところ 和田氏の非合法発覚」『委員会報』第１２号 , 新宿角筈六十三
軒区画整理対策委員会発行 , 1948 年 10 月 5 日 , p.1。
★ 3-59　「全国借地借家人同盟に吾が対策委員会加盟す。」『委員会報』第１２号 , 新宿角筈六十三








交渉を進めることとなる。交渉は 1949 年 4 月前半に行われ、その場で和田氏より「六十三軒地域を売買
する妥協案」★3-61 が示されたことで、新宿小路商業会が同地を買収することになり、この問題を解決する
方向へと急速に進み始めた。



















和田栄一によって 1951 年 7月 12 日に東京建物より買収されている。和田栄一は、和田薫に氏と住所が一
致しており、和田薫の親族と考えられる。『新宿小路新聞』は 1949 年 6月 15 日発行の第２０号を持って
★ 3-60　「和田氏よりの内容証明による示達書（全文）」『新宿小路新聞』第１８号 , 全国借地借家
人同盟新宿支部・新宿小路商業会発行 , 1949 年 5 月 20 日 , p.1。
★ 3-61　「臨時総会開催され居住土地の買収決定す」『新宿小路新聞』第１８号 , 全国借地借家人同
盟新宿支部・新宿小路商業会発行 , 1949 年 5 月 20 日 , p.1
★ 3-62　「臨時総会開催され居住土地の買収決定す」、「総会出席四十九名！議長に栗原・書記に阿
部選任」、「交渉委員会設置さる 総会決議の執行機関として」より。すべて『新宿小路新聞』第１８号 , 
全国借地借家人同盟新宿支部・新宿小路商業会発行 , 1949 年 5 月 20 日 , p.1。
★ 3-63　「地価壱萬四千円と確定＝交渉委員の最後的妥協案＝」『新宿小路新聞』第１８号 , 全国借
地借家人同盟新宿支部・新宿小路商業会発行 , 1949 年 5 月 20 日 , p.2。
★ 3-64　「購入土地は一五〇坪 但し区画整理後の旧拾弐班の地域とす」『新宿小路新聞』第２０号 , 











宿小路新聞』第２０号, 全国借地借家人同盟新宿支部・新宿小路商業会発行, 1949年6月15日, p.1。
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（３）1950 年 1 月−51 年
露店部（第一マーケット）の共栄社空地への移転
　新宿駅近傍の闇市を起源とするマーケットの整理★3-66 は、1950 年 1 月 5日の和田組マーケット露店部
の取り壊しと移転から始った★3-67。1950 年 1月 5日午前 10時より、店舗を取り壊して、隣接地の共栄社
跡地に建設された新築マーケットへ移転した。この取り壊しと移転は、1949 年 12 月 30 日に業者代表と
都との間で決定したものであるが、この決定後に業者が新築マーケットの建設に取り掛かったとすれば、
その工期はおよそ一週間であったことになる。露店部には主に飲食店が入っていたため、移転に際しては







場所は土塁で囲まれた暫定的な駅前広場となっている。図 3-3-18 は 1951 年の対象地区の建物の情況であ
る。この露店部の整理では 184 戸の店舗が移転したが、1951 年の火災保険特殊地図では新築マーケット







業者が立退かないため、1950 年 3月 31 日に一部の強制取壊しを行った。これに対して、業者は居住者大
会を開き「移転さきに水道、電気、ガス、衛生施設を完備せよ」と主張したため、都は取壊しを中断し、
業者とさらに懇談することとなった。この時、強制取壊しを行った分の業者の為にマーケット 10戸を仮設
し収容した。図 3-3-18 を見ると、図 3-3-11 では空地だった場所に新築マーケットが建設されていること、
一戸建ての建物であったものがマーケットになっていることがわかる。こうしたマーケットが、都が仮設
★ 3-66　和田組マーケットの整理については、東京都建設局区画整理部計画課『甦った東京 : 東京





★ 3-67　「新宿和田組マーケット取壊し」『読売新聞』1950 年 1 月 6 日夕刊 p.2。
★ 3-68　「共栄社空地への六十三軒移動は不許可方針」『委員会報』第七号 , 新宿角筈六十三軒区画
整理対策委員会発行 , 1948 年 7 月 25 日 , p.1。
★ 3-69　建設省『戦災復興誌 第拾巻』都市計画協会 , p.83。














　1950 年 3 月に中断された和田組マーケットの整理は、その後、都と営業者の間で話し合いが進み、





★ 3-71　「明るい新宿建設へ 消える区画整理のガン 和田組マーケット明渡し」『読売新聞』1951
年 9 月 29 日朝刊 p.4。







であるため 1950 年に移転することは不可能。『ヤミ市 東京池袋』で松平誠は 1950 年 1 月 5 日の
和田組マーケットの整理で、一部が三光町へ移転すると記しているが、「新宿和田組マーケット取壊



















　八十八軒部の三光町への移転は、1950 年 9月 12 日に細川タミの土地［三光町 49-1］503.11 坪を、新
宿武蔵野商業組合の後継組織である新宿区事業協同組合が買収し★3-74、木造二階建てのマーケットを建設
することで実現している。強制取壊しが中断した 1950 年 3月 31 日から、新宿区事業協同組合が土地を買





　それではここで、1950 年 1月から 51年という時間の幅を越えることになるが、少し詳しくゴールデン
街の形成過程を明らかにしたい。ゴールデン街は二つの組合によって成立している。一つは三光商店街振
興組合（旧新宿区事業協同組合）、もう一つは花園商業組合（後の新宿ゴールデン街商業組合）である。
　まず、三光商店街について、その形成過程を復元したい。まず、1950 年 9月 12 日に新宿区事業協同組
合は 503.11 坪の民有地［三光町 49-1］を買収し、マーケットを建設した（図 3-3-19）。八十八軒部の営
業者は、1951 年 3月までにこのマーケットへの移転を終え、同月末までに和田組マーケットの八十八軒部
（第二マーケット）は撤去を終えていることから★3-75、三光商店街のマーケットは 1950 年 9 月から 1951







★ 3-73　渡辺英綱『新宿ゴールデン街』晶文社、1986 年 , pp.91-92。
★ 3-74　旧土地台帳より。
★ 3-75　「明るい新宿建設へ 消える区画整理のガン 和田組マーケット明渡し」『読売新聞』1951
年 9 月 29 日朝刊 p.4。
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土地［三光町 49-4 〜 84］が分筆されているが、これらの土地は全てマーケットの各コマに沿ったもので、
分筆後の［三光町 49-1］はマーケットの通路部分と西側空地を占めている（図 3-3-21）。土地［三光町
49-4 〜 84］の地積は、81 筆中 9筆がちょうど６坪、残り 71 筆はちょうど３坪であった。一店舗の基本
区画を３坪とし、一区画であれば３坪、２区画であれば６坪と規格を決めた上でマーケットを建設したと






　図 3-3-19 を見ると、土地［三光町 49-4 〜 84］だけでなく土地［三光町 49-1］の西側のエリアにも狭
長の建物が一棟建設されており、さらに 1958 年（図 3-3-20）にはこれが長屋状の店舗に仕切られ、二棟
に増えている。さらに新宿区事業協同組合が所有し、主に通路となっていた土地［三光町 49-1］は、1958
年 3月 3日に 93名（持分 1/106 が 80 名、持分 2/106 が 13 名）の営業者に売却され、共同登記されてい
る★3-76。
　また、図 3-3-19 では土地［三光町 49-1,	4 〜 84］だけでなく、土地［三光町 48-10,	11］にも長屋状
の店舗が建設されていることがわかる。この土地［三光町 48-10,	11］は、戦後すぐは民有地であったが、
財産税の物納として 1949 年 6 月 7 日に大蔵省の所有地となっており、図 3-3-19 が描かれた時点では大
蔵省が所有している。1955 年 1 月 14 日に新宿区事業協同組合がこの土地の払下げを受けており、1951
年当時に立っていたマーケットも新宿区事業協同組合所属の店舗と考えられる。1955 年 2 月 2日、土地
［三光町 48-11］は土地［三光町 48-10］へ合筆され、同日土地［三光町 48-10］は 19 筆の土地［三光町
48-22 〜 40］を分筆している。この 19 筆の土地［三光町 48-22 〜 40］は、1955 年 3 月から 1957 年 6
月の間に新宿区事業協同組合所属から営業者へバラバラの時期に売却されており、さらにその地積も［三
光町 48-22 〜 39］は 3.23 〜 3.51 坪、［三光町 48-31］と［三光町 48-32］は 6.66 坪と 7.39 坪で他の約








ている。土地［三光町 50-1］は、1950 年 3月 10 日、日掛貯金東京殖産株式会社が富士産業株式会社から
買収したのち、1952 年 11 月 19 日に土地［三光町 50-9 〜 53］を分筆し、さらに 1952 年 12 月 12 日に
こらの土地は日掛貯金東京殖産株式会社から営業者（同地居住）へ贈与されている★3-79。
★ 3-76　旧土地台帳より。
★ 3-77　「焼け野原が細切れにして売られた」（『週刊朝日』1986 年 10 月 24 日号）








法人東京府市場協会の所有地であった。1941 年以降、中島飛行機に売却され、さらに 1946 年に富士産業
株式会社へ所有権が移転している★3-80。
　渡辺英綱によれば 1986 年当時、花園商店街（ゴールデン街）の「店は、１軒あたり平均約四・五坪」★


























★ 3-81　渡辺英綱『新宿ゴールデン街』晶文社 , 1986 年 , pp.91-92。
★ 3-82　二代目はバー、現在はきしめん屋を営んでいる。初代の店主萩原清光さんは「ゴールデン
街」の名付け親。「3-3-2 インタビュー 1：「双葉」2 代目 萩原幸子さん」（草間詠子『都市の盛り場
の再生に関する研究　−新宿ゴールデン街再生計画−』明治大学修士論文、2000 年）より。





図 3-3-22：新宿遊郭の 1949 年の火災保険特殊地図
新宿区事業協同組合幹部の横領・逮捕
　さて 1951 年に戻り、この時期の和田組マーケット内部の社会に目を向けたい。1949 年 6月には「ボス
組合のレッテルをはられて今や解散を命ぜられる一歩手前」★3-85 となっていた新宿武蔵野商業組合は、時
期は定かではないが 1949 年 10 月までに改組し、新宿区事業協同組合を結成している。しかし、この改組
は組織の内部社会の構造に大きな変化を与えることはなかった。封建的な組合幹部が問題視され改組を余
儀なくされたにもかかわらず、新宿区事業協同組合理事長山田新一を含む４名の幹部は、組合員から微収
した電気料、衛生費、税金、区画整理立退料など計数百万円にも及ぶ横領の疑いで、1951 年 6月 21 日逮







★ 3-85　「武蔵野商業組合解散 購買利用組合に合流？」（『新宿小路新聞』第２０号 , 全国借地借家
人同盟新宿支部・新宿小路商業会発行 , 1949 年 6 月 15 日 , p.2）。
★ 3-86　「横領四幹部取調べ 新宿和田マーケットのボス退治」『読売新聞』1951 年 6 月 22 日朝
刊 p.2。




きと移転のプロセスを明らかにした。急激に対象地区の風景が変化した 1950 年 1 月から 1951 年末にか
けて、土地所有に注目すると和田薫の親族と思われる人物（和田栄一と和田友一）による、和田組マーケッ
トが占拠していた土地の取得が目立つ★3-88。




た場所ではない。１筆目は図 3-3-23 の土地［1-74］で、1946 年 12 月 28 日に東京建物から買収し（先述）、
1949 年 6 月 15 日には個人へ売却している。２筆目めと３筆目は土地［1-169］と［1-170］で、ともに






































































置する土地［1-179］である。和田栄一は土地［1-178］を 1951 年 1 月 29 日に、土地［1-179］を 1951








1950 年 1月から 1951 年末の建物
　次にこの時期の和田組マーケット露店部と八十八軒部以外の建物の変化を見ていきたい。










地への建物移転が急速に進んでいったが、図 3-3-18 と図 3-3-25 の比較で観察することができるであろう。





























































































































































































































































































































ともに『新宿小路新聞』第１６号 , 新宿小路商業会発行 , 1949 年 1 月 30 日 , pp.1-2 所収。
★ 3-92　「明るい新宿建設へ 消える区画整理のガン 和田組マーケット明渡し」『読売新聞』1951
年 9 月 29 日朝刊 p.4。
★ 3-93　「戦後のヤミ市の面影残す　新宿駅南口の一画　立ち退き交渉難航」『読売新聞』1986 年














　図 3-3-26 は 1958 年時点の対象地区の建物の状況を示している。まず、街区Ⅰの露店部が移転してでき
たマーケットの一部が整理されていることがわかる（図 3-3-26 の元図とした火災保険特殊地図は 1958 年
中頃作成されたもの）。1958 年当時このマーケットの営業者組織は、新宿東口協同組合（旧新宿区事業協
同組合）となっていた。新宿東口協同組合のマーケットは、1958 年 6 月までに 124 軒が立退き、残りの



















































































































整理前、右側が区画整理後の地割である（ともに換地処分時点（1970 年 3月 31 日）の地割）。
　三越は図 3-4-1 の左側（区画整理前）の太い破線で囲んだ箇所に、1930 年に地上８階地下３階建ての新
店舗を建設し、新宿駅前の二幸の位置から店舗を移した。三越はこの新店舗の土地［前：1-13 ／後：6-3］
［前：1-14 ／後：6-1］［前：1-15 ／後：6-22］［前：6-2 ／後：6-20］［前：6-4 ／後：6-21］［前：7-4 ／後：









　当然、新宿の三越も増床を計画し、1950 年から戦災復興土地区画整理事業が換地処分される 1970 年ま
でに 10 筆の土地を買収し集積している。そのなかには戦前期の三越の所有地に隣接する土地だけでなく、







★ 4-2　小林幸雄「マーケット見聞録」（『商店界』第 2 巻第 2 号 , 1947 年）、p.22。














































































































































後：6-1］［前：1-15 ／後：6-22］［前：6-2 ／後：6-20］［前：6-4 ／後：6-21］［前：7-4 ／後：6-19］［前：





























　こうした背景のもと、新宿東口民衆駅は始めての建設請願があった 1950 年 8月 4日（池袋西口民衆駅




取り上げられた 1955 年 8月頃からである★5-2。
　戦前に大阪のミナミのターミナル難波への進出に成功していた。戦後は東京への進出を目指し、新店舗
の開設地として新宿に目を付けた。新宿は日本最大のターミナルでありながら、戦後にターミナルビルが




　高島屋が極秘裏に進めていたこの計画が、1955 年 8月 18 日付の日本経済新聞で次のように報道された。
★ 5-1　「” 第二の都心 ” 新宿」『エコノミスト』第 33 年第 52 号、1955 年 12 月 24 日号、pp.50-
52。
★ 5-2　新宿東口民衆駅の建設の過程について特記無き場合は、新宿ステーションビルディング
社史編纂委員会『新宿ステーションビルディング 30 年の歩み』（新宿ステーションビルディング , 
1991 年）の情報を元に記述している。


































































★ 5-5　「貪欲バレて遂に敗退した高島屋の新宿進出」『実業展望』1956 年 4 月、pp.82-85。
★ 5-6　「貪欲バレて遂に敗退した高島屋の新宿進出」『実業展望』1956 年 4 月、pp.82-85。
★ 5-7　「井野氏の御出馬を見るに至った陰には、ご親戚にあたられる鉄道会館社長伊藤滋氏の御奔


































































物産展示場、食堂などにする方針に切替えて代案を作成し（駅舎のみの請願書）、1959 年 4月 3日に国鉄






年の歩み』（株）新宿ステーションビルディング , 1991 年 , pp.23-24、「貪欲バレて遂に敗退した
高島屋の新宿進出」（『実業展望』1956 年 4 月）pp.82-85、「新宿民衆駅　こんどは実現か あす審
議会で検討 昨年の計画をねり直し申請」（『読売新聞』1959 年 1 月 8 日朝刊）p.6 より作成。
★ 5-9　「” 競願、折り合わねば国鉄が乗り出せ ” 新宿東口の民衆駅建設 運営委が答申」『朝日新聞（東
京）』1956 年 8 月 21 日朝刊 , p. ７。
★ 5-10　西武線を歌舞伎町の西武新宿駅から延伸し、駅舎の二階に連絡する予定であったが、
1965 年 3 月 25 日の取締役会で、乗客の予想以上の増加で現在のホームでは対応できず、乗客に
危険が及ぶ可能性があるため、また運輸省関係からの勧告があり、断念することになった。
★ 5-11　「新宿民衆駅　こんどは実現か　あす審議会で検討　昨年の計画をねり直し申請」『読売新
聞』1959 年 1 月 8 日朝刊 , p.6。
★ 5-12　民衆駅ではニュース映画館（定員 200 〜 300 名）しか許可されていない。斎藤隆雄「ター
ミナルビルの最近の傾向について」『鉄道建築ニュース』1963 年 9 月 , pp.8-14。
★ 5-13　「新宿民衆駅　こんどは実現か　あす審議会で検討　昨年の計画をねり直し申請」『読売新




　こうして株式会社新宿文化センターが新宿東口民衆駅を建設することに決定した。1959 年 4 月 23 日、
新宿文化センター発起人会を開催し、社名を株式会社新宿ステーションビルディングに改称し、代表が濱
野茂に決定した。



















　1960 年 1月 12 日、株式会社新宿ステーションビルディングは東京都知事に宛てて「新宿東口駅前広場




　1961 年 2 月 24 日、第 64 回民衆駅等運営委員会において新宿東口民衆駅と地下駐車場の建設は、株式
会社新宿ステーションビルディングに承認を与えることが決定した。さらに 5月 15 日には、東京都市計
画街路（新宿駅付近地下公道）事業ならびに東京都市計画自動車駐車場（新宿駅東口）の建設について、
建設大臣より特許の許可がおりた。
　そして 1961 年 12 月 20 日、ついに新宿東口民衆駅同特許駐車場および同地下道建設工事に着工した。
これらの施設の設計は、民衆駅の躯体と駅部分は国鉄が行い、それ以外の部分は鉄道会館が行ない、工事
は間組が担当し施行することとなった。着工から２年半後の1964年5月18日、総工費43億円で新宿ステー




と屋外ステージ、ビアホールを備えていた（図：新宿ステーションビルディング 30年のあゆみ p.55 断面
＋平面）。
　以上のように紆余曲折を経ながらも、1964 年 5月 20 日に新宿ステーションビルがオープンした。これ
で新宿東口の戦災復興が概ね完成したといってよいだろう。
　順調な売上げを記録し、開店から 14年を経た 1978 年に全館改装を行ない、この時一般公募により呼称















（1991 年 4 月号〔319 号〕）p.52 より。
★ 6-2　越澤明『東京都市計画物語』日本経済評論社 , 1991 年 , p.78。
★ 6-3　越沢明「東京都市計画史話（6）新宿西口の都市改造―新宿新都心のルーツ」『地域開発』（1991
年 4 月号〔319 号〕）pp.53-54。




年 4 月号〔319 号〕）p.57。
３−６−１　終戦までの対象地区
（１）戦前







浄水場移転を前提とした街路計画を策定し、昭和 7年（1932）9月 30 日に都市計画決定する★6-2。
　一方、浄水場移転計画と時を同じくして、大蔵省東京専売局淀橋工場の品川への移転も計画され、これ
を背景に都市計画東京地方委員会は新宿駅西口側の大改造を計画し、1932 年 8 月にその計画案を作成す
る。これを元に 1932 年 11 月〜 1933 年 6月の間、関係機関（内務省、鉄道省、東京府、警視庁、東京市、
都市計画東京地方委員会）の協議会が６回開催され計画案がまとまり、「新宿駅付近広場及街路計画」は

































　図 3-6-4 は 1941 年の対象地区である。角筈第一土地区画整理組合地区の区画整理後の建物の状況を示
す資料がないため、復元することができなかったが、駅前広場周辺に造成された街区には建物は立ってお
らず、角筈第一土地区画整理組合地区にのみ建物が立っていた。
　図 3-6-5	は 1941 年の対象地区の土地境界を示している。角筈第一土地区画整理組合地区は苗村商事株
★ 6-6　越沢明「東京都市計画史話（6）新宿西口の都市改造―新宿新都心のルーツ」『地域開発』（1991
年 4 月号〔319 号〕）p.54。







法（1919 年公布の旧法）第 16 条代 2項★ 10 による超過収用を採用した
土地区画整理事業を実施し、広場（6250 坪）の周囲に建築敷地（9065 坪）
を造成し、それを 16 区画に区分し建築条件付きで売却した。その売却
























変更（1936 年 12 月）駅東側の街路計
画が追加されている。
図 1-38、図 1-39、図 1-40、図 1-43、
出典＝越沢明「東京都市計画史話（6）
新宿西口の都市改造―新宿新都心のルー





12 月 23 日警視庁告示）
図 1-39：新宿駅付近広場及街路計画












法（1919 年公布の旧法）第 16 条代 2項★ 10 による超過収用を採用した
土地区画整理事業を実施し、広場（6250 坪）の周囲に建築敷地（9065 坪）
を造成し、それを 16 区画に区分し建築条件付きで売却した。その売却
























変更（1936 年 12 月）駅東側の街路計
画が追加されている。
図 1-38、図 1-39、図 1-40、図 1-43、
出典＝越沢明「東京都市計画史話（6）
新宿西口の都市改造―新宿新都心のルー





12 月 23 日警視庁告示）
図 1-39：新宿駅付近広場及街路計画






図 3-6-2　パンフレット『新宿駅付近建築敷地売却案内』（東京市役所） 図 3-6-3　新宿駅付近広場及街路計画
151
第３章　新宿駅とその近傍の戦災復興過程
図 3-6-4　1941 年の対象地区の建物 図 3-6-5　1941 年の対象地区の地割
式会社所有の土地［764-1］と、十二社に住む淀橋の大地主渡辺文雄の土地［765-1］の二筆によって構
成されている。京王の電車が電力不足のため甲州街道の高架の坂を上れず、終点を新宿３丁目の追分から
















































合地区は 1945 年 5月 25 日夜から 26日の午後にかけての空襲によって灰燼に帰すころになった。
　図 3-6-7 は 1945 年の対象地区である。木造で構成されていた角筈第一土地区画整理組合地区を含め、
焼け残った建物は一棟もなかった。
★ 6-10　東京都『東京都戦災誌』明元社 , 2005 年 , pp.186-188。






















建設される。1946 年 9 月 15 日の『露商新報』によれば、このマーケットの権利金は 15,000 円、家賃は
600 円であったという。







　図 3-6-8 は 1947 年の対象地区の建物の状況を示している。新宿駅西口改札の北側から青梅街道にかけ
ての街区に、中心に南北の通りを通したマーケットが建設されていることがわかる。この当時の土地境界
と土地所有は３−６−１（１）で確認した図 3-6-6 から変化はない。
　終戦直後、対象地区の地主は一時的に安田朝信へ土地を貸したが、新宿駅西口は 1946 年 4 月には東京
★ 6-12　安田朝信『都会の風雪 安田朝信自伝』東京書房 , 1964 年 , p.34-44。
★ 6-13　「ショバ」とは露店を開く場所のこと。
★ 6-14　新宿西口会館社史編纂委員会『新宿西口会館 設立 40 周年記念誌』株式会社新宿西口会館 , 
2000 年 , p.34。
★ 6-15　『読売新聞』1946 年 10 月 26 日朝刊。
★ 6-16　金子正巳『やきとり屋行進曲 西新宿物語』文園社 , 1983 年 , pp.78-82。



































からむ恐喝の疑いにより」★6-21、1947 年 7月 26 日検挙された。この検挙によって、区議選での安田朝信




★ 6-19　小田急エース総務委員会『小田急エース 25 年のあゆみ・別冊』小田急エース名店会 , 
1992 年 , p.10。
★ 6-20　「民主に即応する街の顔役 実業界に組合に第一歩」『新宿ニュース』第四号 , 1947 年 7
月 25 日 , p.2。
★ 6-21　『朝日新聞』1947 年 7 月 27 日。
★ 6-22　「” 区議安田 ” の仮面剥がる 西口マーケットはどうなる」『新宿ニュース』第七号 , 1947
































































　新宿駅西口を対象とした東京都市計画第９−１地区復興土地区画整理事業は、1948 年 6月 3日に事業計
画決定した★6-29。これに続き、1948 年 12 月、建設省告示第 261 号によって、新宿西口駅舎建設予定地の
建設ラインが決定された（その後何度も修正された）ため、国鉄・小田急・京王の三者の間で駅舎建設に
ついての協議が進められることとなった★6-30。
★ 6-23　第２章第 3 節を参照。
★ 6-24　小田急エース総務委員会『小田急エース 25 年のあゆみ・別冊』小田急エース名店会 , 
1992 年 , pp.12-13。
★ 6-25　清田洋二は 1950 年 7 月 7 日時点で「元安田組幹部」となっているが、いつまで安田組
の組員であったかは不明。「新宿の ” 殺人横丁 ” 凶行の十七少年自首」『読売新聞』1950 年 7 月 7
日夕刊 , p.3。
★ 6-26　小田急エース総務委員会『小田急エース 25 年のあゆみ・別冊』小田急エース名店会 , 
1992 年 , p.13。
★ 6-27　建設省『戦災復興誌 第拾巻』都市計画協会 , p.83。
★ 6-28　「問題はらむ区画整理 背後にボスが暗躍 新宿駅前マーケット露店に大打撃」『新宿民報』
第 20 号 , 1949 年 8 月 1 日 , p.2。
★ 6-29　東京都建設局区画整理部計画課『甦った東京』1987 年 , p.102。
★ 6-30　小田急エース総務委員会『小田急エース 25 年のあゆみ・別冊』小田急エース名店会 , 







は 1949 年頃に駅ビルの構想をしたというが、後述する通り、その構想が具体化するには 10年以上かかる
こととなる。
★ 6-31　安藤楢六「私の履歴書」日本経済新聞 , 1980 年（原本に当たれず、小田急エース総務委


































★ 6-33　緑会（『新宿西口会館 設立 40 周年記念誌』では美登利会と表記されている）と仲通り商
店街は、現在の思い出横丁よりも南まで続いていたため、一部現存しているが、1950 年代中頃以
降整理されたものもある。金子正巳『やきとり屋行進曲 西新宿物語』文園社 , 1983 年 , p.142 より。
★ 6-34　金子正巳『やきとり屋行進曲 西新宿物語』文園社 , 1983 年 , p.142。
★ 6-35　新宿西口会館社史編纂委員会『新宿西口会館 設立 40 周年記念誌』株式会社新宿西口会館 , 
2000 年 , p.42。
★ 6-36　旧土地台帳より。
















































　新宿副都心計画は 1956 年 4月に公布された首都圏整備法に基づき、1958 年 7月に首都圏整備委員会に
おいて、新宿・渋谷・池袋を副都心とし、整備する計画が策定された事に端を発している。1960 年 1月、
首都圏整備委員会は新宿副都心計画を決定し、同年 6月 15 日、東京都市計画新宿副都心計画が都市計画
決定される。この計画の対象区域は、新宿駅西口広場を要とする扇状の範囲で、北は青梅街道、南は甲州
街道、西は十二社通りに囲まれた範囲約 96万㎡であった。また、同年 6月 21 日には財団法人新宿副都心
建設公社が設立される。
　新宿駅西口広場の整備は新宿副都心計画においてまさに要の事業であったが、その周辺街区の土地は
















★ 6-38　新宿副都心建設公社『新宿副都心建設公社事業史』1968 年 , p.9。
★ 6-39　中島伸『戦災復興土地区画整理事業による街区設計と空間形成の実態に関する研究 −東京






















営団所有地に不法占拠していた店舗は「美登利会（表通り）36 店舗、仲通り 51 店舗、八部会（線路際）
22店舗の合計 109 店舗が営業して」★6-44 おり、占有者は 180 人ほどで権利関係は極めて複雑な状態にあっ
た。
　1958 年 3 月、営団は占有者 180 人との交渉が進まず、地下鉄荻窪線と新宿本駅施設の建設に支障が出












　昭和 31 年（1956）9 月、戦前から計画されていた淀橋浄水場の移転
が都議会で採択され、新宿駅西口は副都心へと動き始める。★19




















出版会、1999）、『建築』（1967 年 3 月
号／ 1968 年 3 月号）、『新建築』（1967
年 3 月号／ 1968 年 3 月号）、『国際建築』
















★ 6-42　新宿西口会館社史編纂委員会『新宿西口会館 設立 40 周年記念誌』（株式会社 西口会館、
2000 年）p.42。
★ 6-43　金子正巳『やきとり屋行進曲 西新宿物語』文園社 , 1983 年 , p.140。























安井謙参議院議員に協力を求めていた。1959 年 1月 14 日、先に述べた東京地裁の判決が下りる直前、賀
屋をはじめとする国会議員から組合側へ、この問題を解決するための仲介案が示される。その内容は、「①
組合側が不法占有している新宿西口周辺の営団所有地約 995 坪の土地から速やかに立ち去ること、②とく
に断行仮処分地域（丸ノ内線新宿駅建設工事地域）からは昭和 34年 4月 16 日までに土地建物を収去し立
ち去ること、③その他の部分については昭和 36 年 3月末日までに任意立退くことについて、裁判上の和
解を昭和 34年 4月 16 日までにすること、④前記した内容が履行したときには、占有者全員の出資により
設立した組織に対し西口用地の一部 250 坪を賃貸する。賃貸期間は 30 年間、賃料は土地の時価の基づく
相当額とする、⑤この内容の履行に当たり、賀屋興宣、田中栄一、林唯義、安井謙の各氏は責任を持って
協力すること」★6-47 などが、主な内容であった。これは 1959 年 4 月 15 日までに丸ノ内線の新宿駅まで
の開通を急ぐ営団と、裁判で敗訴が濃厚な組合を仲介する妥協案であった。
　この妥協案を記した「協議書」の内容は、1959 年 1月 13 日に賀屋興宣代議士と営団鈴木清秀総裁との
間で、16 日の裁判判決の勝敗に関わらず条件が成立するものとして、照認されていた。1月 26 日、新宿
西口事業協同組合の全体理事会はこの協議書の内容を受け入れることとし、翌 1月 27 日には営団総裁鈴
木清秀と営団所有地占有者全員（134 人）の代理人（賀屋以下４名の代議士）が、この協議書を交わした。
　こうして４人の政治家の仲介により営団と協同組合の間で和解が成立し、地下鉄工事への全面的協力、
営団が仮処分命令で申請した 241 坪 29 店舗の 1959 年 4月 16 日までの収去と立ち退き、それ以外の占有
者に対しては 1961 年 3月末日までに収去と立ち退きを行う事を条件に、営団は営団用地の北部 250 坪を
営業者全員の出資により設立する株式会社へ 30年間賃貸することが決定した。
★ 6-45　新宿西口会館社史編纂委員会『新宿西口会館 設立 40 周年記念誌』（株式会社 西口会館、
2000 年）p.46。
★ 6-46　1957 年 7 月、営業者は新宿西口協同組合を法人格を持った組織に再組織化し「新宿西口
事業協同組合」を設立している。




































★ 6-48　小田急エース総務委員会『小田急エース 25 年のあゆみ・別冊』小田急エース名店会 , 
1992 年 , pp.10-11。
★ 6-49　営業者が地主から土地を買い取っていく過程については、金子正巳『やきとり屋行進曲 
西新宿物語』文園社 , 1983 年 , pp.144-146。
















































































★ 6-54　新宿西口会館社史編纂委員会『新宿西口会館 設立 40 周年記念誌』（株式会社 西口会館、
2000 年）pp.104-105。






































241 坪 29 店舗の昭和 34 年（1959）4 月 16 日までの除去と立ち退き、
それ以外の占有者に対しては昭和 36 年 3 月末日までに除去と立ち退き
を行う事を条件に、営団は営団用地の北部 250 坪を営業者全員の出資に
より設立する組織に 30 年間賃貸することとなった【図 3-52】。その後、
昭和 34年（1959）4月 14 日に営業者全員が出資する株式会社新宿西口


















































































★ 6-56　新宿西口会館社史編纂委員会『新宿西口会館 設立 40 周年記念誌』（株式会社 西口会館、
2000 年）pp.110-112。
★ 6-57　『読売新聞』1964 年 7 月 16 日夕刊。
★ 6-58　小田急エース総務委員会『小田急エース 25 年のあゆみ・別冊』小田急エース名店会 , 





















着工の要望書が提出されるなど、整備が急がれた。1963 年 12 月 18 日付けで新宿駅西口本屋ビルの建築
確認が東京都からおりた。そして、1964 年 10 月 13 日に東京地裁から立ち退き断行の仮処分申請がおり
たことを契機とし、小田急は占有者に対し強制執行のの処置をとる事を通知する。その結果、同年 11月 3




























地下 2階、地下鉄ビルと小田急新宿西口本屋ビルを合わせて延べ 14 万㎡にも及ぶビルを同時に建設する
工事であった。





















































































































業者の一部が入居した。翌 1967 年 11 月小田急新宿駅西口本屋ビルが竣工、同月地下鉄ビルと合わせて新
たに小田急百貨店の本館とし、新宿店全館営業開始した（図 3-6-20）。
　以上が西口におけるマーケット整理と再開発の軌跡である。
★ 6-61　小田急エース総務委員会『小田急エース 25 年のあゆみ』（小田急エース名店会、1992 年）、
























































★ 7-1　今和次郎 編纂『新版大東京案内　上』筑摩書房、2001 年、p.226。底本となった『新版
大東京案内』は 1929 年、中央公論社刊。
★ 7-2　「新ブラ夜店」『大新宿』大新宿社、1930 年 9 月号、p.16。
★ 7-3　「民自内部で利権争い 暴力の街 ” 新宿 ”」『新宿民報』第 20 号 , 1949 年 8 月 1 日 , p.1 より。
比留間重雄は東京都市計画第９地区復興土地区画整理事業の土地区画整理事業委員に土地所有とし
て名を連ねており、地元の有力者であったと推察される（建設省『戦災復興誌 第拾巻』都市計画協会 , 
p.83 より）。






ごとに誤差があるであろうが、新宿駅前から太宗寺にかけて「新ブラ夜店」（1930 年）では 260 軒余、『露
店研究』（1931 年）では 258 軒と報告しており、「新宿夜店一覧表」（1931 年）では新宿駅前から新宿二




なり、商道会は正会費毎月 70 銭、臨時出店者は会費 1日 5銭、進商会は掃除水費として一ヶ月 1円、臨









★ 7-6　「新ブラ夜店」『大新宿』大新宿社、1930 年 9 月号、p.19。
★ 7-7　東京市役所『露店に関する調査』東京市役所、1932 年。
★ 7-8　「新ブラ夜店」『大新宿』大新宿社、1930 年 9 月号、p.17。
★ 7-9　横井弘三『露店研究』出版タイムス社、1931 年。
★ 7-10　野村敏雄『新宿裏町三代記』青蛙房、1982 年、p.266
★ 7-11　市内、近郊の毎月 1 日、２日の縁日だけを見ても、それぞれ 25 カ所、23 カ所存在した。
今和次郎 編纂『新版大東京案内　上』筑摩書房、2001 年、pp.333-334 より。
34
　出店場所については初田亨と石原二郎が『露店に関する調査』と「新
ブラ夜店」、「新宿夜店一覧表」【図 1-45】★ 29 をもとに分析しており、そ
れぞれの組合は【図 1-46】のように分布していた。また、新宿通りの露
店は通りの「左側右側と場所の変化があるが、それは、十日目毎に変わ






























から太宗寺にかけて「新ブラ夜店」（1930 年）では 260 軒余、『露店研
究』（1931 年）では 258 軒と報告しており、「新宿夜店一覧表」（1931 年）
では新宿駅前から新宿二丁目停留所までで 298 軒並んでいた報告してい





商道会は正会費毎月 70 銭、臨時出店者は会費 1日 5銭、進商会は掃除
水費として一ヶ月 1円、臨時出店者は 1日 10 銭、有信会は会費 70 銭、
臨時出店者は毎夜 4銭を微収していた。★ 32 また、組合費とは別に電灯代











































いた露店とみてよいだろう。1949 年当時、新宿駅近傍から新宿通りの路上には約 700 店の露店が並んで
いたという★7-16。
★ 7-12　「民自内部で利権争い 暴力の街 ” 新宿 ”」『新宿民報』第 20 号 , 1949 年 8 月 1 日 , p.1。
★ 7-13　初田香成「東京の戦後復興とヤミ市」（橋本健二・初田香成編『盛り場はヤミ市から生まれた』
青弓社 , 2013 年）pp.32-34。
★ 7-14　「民自内部で利権争い 暴力の街 ” 新宿 ”」『新宿民報』第 20 号 , 1949 年 8 月 1 日 , p.1。
★ 7-15　初田香成「東京の戦後復興とヤミ市」（橋本健二・初田香成編『盛り場はヤミ市から生まれた』
青弓社 , 2013 年）pp.32-34。











約 700 軒で、その半数以上が「新宿商業協同組合」を結成し、残りは転廃業した。6,700 万円の露店整理
事業での融資★7-18 と自己資金 2,000 万円をもとに、伊勢丹西の都有地である交通局車庫跡地の一部、靖国
通りに面した 747.97 坪の払い下げを受け、建設費 6,729 万円で鉄筋コンクリート造、地上三階、地下一階、
延べ床面積 1,139 坪の新宿サービスセンターを建設する★7-19。敷地は南北で八尺（約 2,424mm）の高低
差があり、建物に北から入ると一階、南から入ると二階という構成で、昭和 26年 8月に着工し、同年 12







1954 年 5月に株式会社に切り替えたものの赤字がかさみ、1955 年 8月に京都の丸物百貨店に買収される




年 2 月）、東京都商工指導所・税務経営指導協会『露店問題に関する資料』（1952 年 4 月）、東京都
臨時露店対策部『露店』（1952 年 3 月）東京都露店対策部「露店整理対策の概要」『新都市』（6 巻
4 号、1952 年 4 月、20-24 頁）、芳賀善次郎『新宿の今昔』（紀伊国屋書店、1970 年）を参照した。
★ 7-18　当初 6,700 万円だった融資決定金額は、2,700 万円の追加が決定する。このうち、昭和
26 年（1951）12 月 31 日までに 5,996 万 3 千円が貸し出されている。




鬼助・眞継不二夫「露店商デパート」『中央公論』1953 年 2 月、P152）。
72

































　しかし、既に第２節で述べたように、1947 年 6月 26 日、尾津は土地不法占拠問題に関して地主を脅迫
したとして検挙される。それに伴い、以上のような新宿マーケットの移設計画も頓挫することとなった。
　尾津が「大新宿計画」の一環として構想し都の交通局と建設局の担当者を説得した、都電軌道と車庫の






でつくったものである。このグリーンベルトも 1957 年 2月、地下鉄建設工事のため撤去されることとなっ
た★7-24。
★ 7-21　尾津喜之助『新やくざ物語』早川書房、1953 年、P145
★ 7-22　「都電営業所の払下を繞り 新宿街のボス暗躍？」『新宿民報』第三号 , 1948 年 10 月 2 日
（土）, p.2。
★ 7-23　尾津の逮捕後は都電車庫跡地の払下げを狙って野村専太郎（都議）等が陳情運動を行っ
ているという報道もでている（都電営業所の払下を繞り 新宿街のボス暗躍？」『新宿民報』第三号 , 
1948 年 10 月 2 日（土）, p.2 より）。

































































































































































































































	 a．松平誠『ヤミ市　東京池袋』ドメス出版 ,	1985 年
	 b．星野朗・松平誠「池袋『やみ市』の実態	−第 2次世界大戦後の戦災復興マーケット−」『社会	
	 					応用学研究』No.25,	1984 年 ,	pp.119-153
	 c．初田香成「闇市の簇生と変容—都市建築としてのマーケット」（『都市の戦後	雑踏のなかの都
























H．換地確定図（区画整理以前／区画整理以後）　1960 年 10 月 31 日
190
第４章　池袋駅とその近傍の戦災復興過程








G．立教大学社会福祉研究室「池袋戦災復興マーケット実態調査」　1950 〜 1951 年
H．換地確定図（区画整理以前／区画整理以後）　1968 年 7月 6日		











































をオープンさせた。これを武蔵野鉄道が買収し、武蔵野デパートと改称してオープンさせたのが 1940 年 3
月であった。一方で、戦後に対象地区の駅前広場に面して店舗を建設する三越も、戦前に対象地区に進出
している。三越は、1928 年に駅前に分店を設置するために土地 723 坪を取得している★2-3。





★ 2-1　宮尾しげを・伊藤栄洪・堀切康司・仲田喜三郎・後藤富郎『東京風土記〈上〉』東京美術 , 
1969 年 , p.184。
★2-2　由井常彦編『セゾンの歴史｜上巻』リブロポート, 1991年, p.9。初出は西武百貨店社内報『か
たばみ』41 号で、ここでは『セゾンの歴史｜上巻』より引用している。



























　第二章第二節でみたとおり、対象地区では疎開事業の第三次指定（1944 年 4月 17 日）によって駅前の
建物が除去され、交通疎開空地がつくられた★2-4。図 2-2-10 は豊島区の疎開空地を示した東京都防衛局建













1945 年 4月 13 日、根津山で一夜を明かしたことを次のように語っている。
★ 2-4　豊島区池袋一丁目、同二丁目、雑司ヶ谷町五丁目地内。東京都『東京都戦災誌』株式会社
明元社 , 2005 年 , pp.186-188。
★ 2-5　豊島区史編纂委員会編『豊島区史　通史編　二』東京都豊島区 , 1983 年 , pp.1212-1213
所収。
★ 2-6　国土地理院所蔵。
















　図 4-2-5 は 1945 年 8 月から 9月にかけて撮影された米軍の航空写真をもとに、焼け残った建物のみが
描かれた地図である。空襲にあった対象地区には、鉄道施設が8棟描かれているのと、明治通りの北側にフッ
トプリントの大きな建物が 2棟確認できる。ただ、このうち明治通り北側の 2棟の建物は、1947 年の航
空写真には写っておらず、外形は焼け残ったものの使用できる状態ではなかったものと考えられる。
★ 2-7　豊島区史編纂委員会編『豊島区史　通史編　二』東京都豊島区 , 1983 年 , pp.1266-
1267。






　終戦から 1947 年までの対象地区の再生を明らかにする資料は三つ存在する。一つは 1947 年 8 月 8日
に米軍によって撮影された航空写真「USA-M390-34」である。この航空写真は池袋駅を中心に、撮影され
た航空写真で、概ね建物の形状が判断できる解像度を持っている。二つ目は、当時東京高等師範学校文科


























　図 4-2-6 は 1947 年 5 月当時の池袋駅近傍のマーケットの分布を示している。対象地区には、①森田組
★ 2-8　星野朗・松平誠「池袋『やみ市』の実態 −第 2 次世界大戦後の戦災復興マーケット−」『社
会応用学研究』No.25, 1984 年 , pp.119-142 所収。
★ 2-9　『社会応用学研究』No.25, 1984 年 , pp.83-153。




































































た（1945 年 11 月 21 日）」★2-14 あるいは、「…マ司令部に一日も早く諒解を求めて断圧の手をふさぐ一石
を置いておかねばならぬと思ったので山口君を帯同して第一相互のマ司令部の経済科学部を訪ふ（1945 年
12 月 21 日）」などと記されており、闇市を合法化する活動を早くから行っていたことが伺える。
　そして、松本学は1946年初頭にヴォランタリ ・ーチェーンの活動を始めた。この時に書かれた『朝日新聞』
1946 年 1月 19 日の記事を全文みてみたい。これは、松平が池袋の森田組東口マーケットが戦後の盛り場
でもっとも早くできたマーケットだと示すために『ヤミ市　東京池袋』で引用した先の記事と同一のもの
でもある。




















★ 2-13　星野朗「池袋駅を中心とする連鎖商店街について」『社会応用学研究』No.25, 1984 年 , 
pp.119-142。
































































した。1946 年 2月に第一次の募集を行ったところ、400 人の申込があり東京露店商同業組合池袋支部で「露
店商人の範となるべき人を基準に」選定したという。申込金は千円、あとは店を開いた日だけ雑費として
五円取ることになっていた。
　星野朗が調査した 1947 年 2 〜 5 月頃には、600 〜 700 坪の土地を占め、建坪は 346 坪で 257 軒の店
舗が並んでいた★2-17。位置は国鉄池袋駅東口の明治通りを挟んだ向かいで、建物の配置は図 4-2-8 の通り
である。池袋駅東口正面から明治通りを渡ると、東へ街区の内側に伸びる道路がある。この道路が、森田
組東口マーケットを南三分の一程度のところを通っている。マーケットにはAから I までの、全 9列の店
舗がある。駅に一番近いA列は、明治通りに向かって店を開く長屋が並んでおり、この列より東は、B列
と C列、D列と E列、F列とG列、H列と I 列というように背合わせのコマが東西ひらきながら並んでいる。
こうした B列から I 列までの建物は切妻屋根で、平入の棟割り長屋となっている。マーケットの一区画の
★ 2-16　「池袋に連鎖市場の店開き」『朝日新聞』1946 年 2 月 13 日朝刊 , p.2。
★ 2-17　星野朗・松平誠「池袋『やみ市』の実態 −第 2 次世界大戦後の戦災復興マーケット−」『社
会応用学研究』No.25, 1984 年 , p.122, p.128。
図 4-2-8　森田組東口マーケット配置図











ると戦前からこらの土地は三越などの民有地であったと考えられ、1949 年から 1951 年にかけてこの一帯
で戦災復興土地区画整理事業が行われた時点では、これらの土地は民有地であったと考えられる。つまり、
第三章で見た新宿駅東口の交通疎開空地のように、森田組東口マーケットが建った土地は、戦前に民有地
だった土地で、交通疎開空地に指定されたことで 1944 年から 1945 年初頭から都に土地を買収あるいは
賃貸されたが、1947 年頃には戦前の所有者に土地の権利（所有権・使用権）が返還されたと推察される★
2-18。


















袋駅を繋ぐ通路に沿って、6戸が明治通りに沿って並んでいたという（図 4-2-9・図 4-2-10）。建坪は 200
坪で、店一戸あたり 5坪、「建物もしっかりした材木で大きくつくられている」★2-21。
　このマーケットが建設される以前、武蔵野デパート★2-22 は武蔵野線池袋駅改札口前にテントを張って、












　このテントでの営業は約一年続けられ、1946 年 12 月にバラック建てのマーケットが建設されたことで
役目を終えた。堤康次郎の意向で、マーケットでは食料品だけでなく、日用品も販売されることとなった。
★ 2-19　由井常彦編『セゾンの歴史｜上巻』リブロポート , 1991 年 , p.44。
★ 2-20　戦災復興土地区画整理事業第 10-1 地区の換地確定図によれば、武蔵野デパートは西武鉄
道所有の土地［1188-4］［1188-12］［1190-1］［1190-4］に建設されている。
★ 2-21　由井常彦編『セゾンの歴史｜上巻』リブロポート , 1991 年 , pp.44-45 では総建坪を 20
坪、通路（2.7m×30m）としている。つまり、通路だけで 25 坪あったということになり、その両
側に並んでいた店舗の総建坪が 20 坪とは考えにくい。また、同書 45 頁の武蔵野デパートの復元図
では店舗が 28 戸並んでいる。総建坪が 20 坪で平屋であるならば、1 店舗あたりの面積は約 0.714
坪（2.36㎡）となり、同時期のマーケットの区画としても狭すぎる。そして、このマーケット以前
に使用されていたテントが 48 坪強あったことからも、再建したマーケットの総建坪が 20 坪であっ
たとは考えにくい。さらに、1947 年 8 月 8 日に米軍によって撮影された航空写真「USA-M390-34」
から見ても、武蔵野デパートの通路の長さは 50m 以上あったと推察される。以上から、星野朗の
調査の店舗数 40 戸、総建坪 200 坪という情報が正しいと判断した。
★ 2-22　1943 年 3 月から 1947 年 3 月までは社名を武蔵野食糧としている。由井常彦編『セゾ
ンの歴史｜上巻』リブロポート , 1991 年 , pp.32-44 より。

















★ 2-24　由井常彦編『セゾンの歴史｜上巻』リブロポート , 1991 年 , p.45。
図 4-2-9　武蔵野デパート平面図
星野朗「池袋駅を中心とする連鎖商店街につ
















★ 2-25　由井常彦編『セゾンの歴史｜上巻』リブロポート , 1991 年 , p.46。『セゾンの歴史｜上巻』




　図 4-2-6 の⑨平和マーケットは 1947 年 3 月に完成している。位置は池袋駅東口から明治通りを巣鴨方






年 5月現在、開店しているのは 18区画中 4軒のみであったという★2-26。18 戸の区画は平面的には図 4-2-
11 のように配置されており、L字状の通路とマーケットの敷地西側にコマをひらく構成になっている。こ
のことから、敷地西側には空地があったものと考えられるが、やはり航空写真からはマーケットを特定で
きない。当時の権利金は明治通り沿いの区画で 2万円、敷地のなかに入ると 1.5 万円であったという★2-27。
★ 2-26　星野朗・松平誠「池袋『やみ市』の実態 −第 2 次世界大戦後の戦災復興マーケット−」『社
会応用学研究』No.25, 1984 年 , p.124。
★ 2-27　星野朗・松平誠「池袋『やみ市』の実態 −第 2 次世界大戦後の戦災復興マーケット−」『社
会応用学研究』No.25, 1984 年 , p.124。
図 4-2-11　平和マーケット平面図
星野朗「池袋駅を中心とする連鎖商店街につ











　図 4-2-6 の範囲と同じ範囲を 1947 年 8月 8日に米軍によって撮影された航空写真「USA-M390-34」で
切り取ると、図 4-2-13 のようになり、図 4-2-6 でミューズマーケットと東口マーケットがプロットされた
位置には建物が立っておらず、焼け跡のままになっていることがわかる。図4-2-6の駅や映画館、道路とマー






『戦災復興期東京１万分１地形図修正』柏書房 , 1988 年を加工
ミューズマーケット


















★ 2-28　星野朗・松平誠「池袋『やみ市』の実態 −第 2 次世界大戦後の戦災復興マーケット−」『社
会応用学研究』No.25, 1984 年 , p.124, p.128。
★ 2-29　星野朗・松平誠「池袋『やみ市』の実態 −第 2 次世界大戦後の戦災復興マーケット−」『社
































　1948 年から、戦災復興土地区画整理事業によるマーケットの整理が始る 1949 年にかけては、森田組東
口マーケットの増改築が進んだ。これと併行して、森田組東口マーケットに隣接して新たにマーケットが
建設されている。	
　1948 年 3月 19 日の『読売新聞』によれば、1948 年 1月 13 日、池袋一丁目に当時住んでいた山本新吉が、
池袋東口駅前の一角で森田組東口マーケットが建設されていなかった土地［池袋一丁目 842］に池袋駅東





対象となり、1948 年 3月 18 日武装警官 50名に囲まれるなか、建設局工作隊によって撤去された。
　新宿で「組」組織が解散していった 1947 年中旬、東京の他の地域でも封建的な「組」組織が解散に追
い込まれた。しかしこれは、第三章でみた通り、形式的な解散で「組」組織の力は継続的にマーケットに






社である復興社が設計と建設を担当し、1947 年 11 月に着工。資材は千葉県蘇我の元陸軍航空兵器研究所
の木造施設を落札・払下げによって調達した。しかし、この建物は建設途中の 1948 年 2月 3日未明に焼
失してしまった。そのため武蔵野デパートは建設途中も規模を縮小しながらに営業していたマーケットを
活用し、営業を継続することとし、再建をすすめることとなった。




★ 2-30　「池袋マーケット取壊し」『読売新聞』1948 年 3 月 19 日朝刊 , p.2。
★ 2-31　「元森田組手入れ」『朝日新聞』1948 年 7 月 21 日朝刊 , p.2。
★ 2-32　「元森田組幹部検挙」『朝日新聞』1948 年 7 月 30 日朝刊 , p.2。








武蔵野鉄道事務所用地に隣接する商店街の建物疎開による空地 360 坪（地主一名、借地権者 28 軒）を、
















★ 2-34　由井常彦編『セゾンの歴史｜上巻』リブロポート , 1991 年 , p.43。
★ 2-35　由井常彦編『セゾンの歴史｜上巻』リブロポート , 1991 年 , p.43。
★ 2-36　建設省編『戦災復興誌　第拾巻』都市計画協会 , 1961 年 , p.83。
★ 2-37　『甦った東京　東京都戦災復興土地区画整理事業誌』東京都建設局区画整理部計画課 , 
1987 年 , p.226。









　図 4-2-20 は東京都市計画第 10−1 地区復興土地区画整理事業の換地確定図である。左が区画整理以前、
右が区画整理以後を示している。東京都市計画第 10−1 地区復興土地区画整理事業は 1946 年 4月 25 日に
















　1949 年 2月 17 日の『朝日新聞』によれば、森田組東口マーケットは戦災復興土地区画整理事業の施行
のため、1949 年 2月 20 日までに立退くよう都から指示されていた★2-40。立退きにあたり、都は建物所有
者である森田組と交渉を進め、営業者に対しては仮移転場所として「三百数十世帯に対して三角小屋十軒分」
を用意し、「換地として一坪３万円の土地を斡旋」★2-41 するなどしたが、営業者はこれに納得せず、1949
年 2月 16 日に副知事と会見し立退き延期を申入れた。
　1949 年 3月 2日の『読売新聞』によれば、森田組東口マーケットは都に立退きを求められたとき 460 坪、
20 棟に 298 戸の区画があり、そのうち 11戸には居住者がいたとし★2-42、一方同日の『朝日新聞』は 450
坪に 365 軒の店があったと伝えている★2-43。立退きの延期を求めたが、受入れられず 10 日ほど延期され
★ 2-39　『甦った東京　東京都戦災復興土地区画整理事業誌』東京都建設局区画整理部計画課 , 
1987 年 , p.106。
★ 2-40　「池袋マーケット立退き延期を申入れ」『朝日新聞』1949 年 2 月 17 日朝刊 , p.3。
★ 2-41　「池袋マーケット立退き延期を申入れ」『朝日新聞』1949 年 2 月 17 日朝刊 , p.3。
★ 2-42　「池袋東口マーケット取りこわし」『読売新聞』1949 年 3 月 2 日朝刊 , p.2。
★ 2-43　「池袋東口マーケット取り壊し始まる」『朝日新聞』1949 年 3 月 2 日朝刊 , p.2。
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★ 2-44　松平誠『ヤミ市 東京池袋』ドメス出版 , 1985 年 , p.131。
★ 2-45　志田恒平氏（仮名）の聞き取りの内容は、松平誠『ヤミ市 東京池袋』ドメス出版 , 1985 年 , 
pp.80-109 より。
★ 2-46　加賀谷勇氏（仮名）の聞き取りの内容は、松平誠『ヤミ市 東京池袋』ドメス出版 , 1985 年 , 
pp.110-130 より。





















































　まず、栄町通りについてみていく。栄町通りは図 4-2-23 のM-3 の土地［前：池袋一丁目 689 ／後：池
袋東一町目 13-1］を集団で購入し、建設されたマーケットである。土地M-3 は区画整理前は 961.98㎡
の土地であったが、区画整理によって減歩され 603.86㎡になっている★2-48。土地［池袋一丁目 689］は
★ 2-48　土地［前：池袋一丁目 689 ／後：池袋東一町目 13-1］の換地明細書より。






1938 年の火災保険特殊地図（図 4-2-2）では、空地となっており、1947 年の航空写真でも建物が立って
いない。土地［池袋一丁目 689］の旧土地台帳は散逸しており、戦前戦後の土地所有者について知ること
はできないが、法務局で現在公開されている土地［池袋東一町目 13-1］の登記情報によれば、土地［池袋
東一町目 13-1］は 1951 年 11 月 30 日に 25 名によって買収されている。このM-3 は戦災復興土地区画整
理事業では図 4-2-23 の通り換地されている。換地後のM-3 は南北に長い敷地で、東と南で接道している。




　つぎに美久仁小路についてみていく。美久仁小路は図 4-2-23 の区画整理後のM-4・M-5・M-6 に建設さ
れたマーケットである。M-4・M-5・M-6 はそれぞれ区画整理前後の地番でいえば、M-4［前：池袋一丁目
809-1 ／後：池袋東一町目 23-13］・M-5［前：池袋一丁目 807-8 ／後：池袋東一町目 23-4］・M-6［前：
池袋一丁目 807-1 ／後：池袋東一町目 23-3］である。1938 年の火災保険特殊地図をみると（図 4-2-2）、
これらの土地の一部には木造長屋の住宅が立っているが、大半は空地であり、1947 年の航空写真でも建
物は建設されていない。土地［池袋一丁目 809-1］、［池袋一丁目 807-8］、［池袋一丁目 807-1］の旧土地
台帳も法務局豊島出張所には保管されておらず、戦前から戦後すぐの所有関係を明らかにできない。しか
し、M-3 同様に法務局で現在公開されている登記情報からM-4［池袋東一町目 23-13］は 18 名によって
1951 年 5 月 29 日に購入されたこと、M-5［池袋東一町目 23-4］とM-6［池袋東一町目 23-3］は 1949
年 4月 3日にそれぞれ 17名によって購入されたことがわかる。M-5 とM-6 は登記されている所有者は一
致しており、購入日が同日であることからもまとまった 17人の営業者がマーケットを建設するために、ま
ずM-5 とM-6 を購入したと考えられる。M-5 とM-6 の土地取得は、森田組東口マーケットが整理が始まっ
た直後である。区画整理でM-4 は 470.08㎡から 301.22㎡へ、M-5 は 426.88㎡から 290.15㎡へ、M-6 は
405.32㎡から 276.13㎡へ減歩されている★2-49。
　このM-5 とM-6 に続いて、M-4 が 18 人によって購入され、先に購入していたM-5 とM-6 と連続して
マーケットを建設したと考えられる。M-4 を購入した 18 人のうち、2名はM-5 の購入者と一致するがそ
の他の 16人は新たに参加した営業者であると考えられ、美久仁小路は計 33名の地権者によって建設され
たマーケットであると推察される。マーケット自体がいつ建設されたかは不明であるが、1953 年 1月に調










★ 2-49　土地［前：池袋一丁目 809-1 ／後：池袋東一町目 23-13］［前：池袋一丁目 807-8 ／後：
































































4-2-24 のM-1 とM-2 の土地に建設されたマーケットである。ともに区画整理前は根津山の南東端に位置
した土地で、M-1 である土地［前：日出町三丁目 10-187 ／後：池袋東一町目 14-1］は 1951 年 5 月 31
日に有限責任末廣住宅組合によって買収されており、一方のM-2 である土地［前：日出町三丁目 10-186
／後：池袋東一町目 14-2］は 1950 年 8 月 22 日に池袋新天地株式会社に買収されている★2-50。1953 年




るようになった呼称で、実際には２つの主体によって開発されたマーケットであった。1953 年 10 月作図
の火災保険特殊地図（図 4-2-26）からは、土地M-1 と土地M-2 それぞれに 33軒の店が並んでいることが
確認できる。
　M-2 を買収した有限責任末廣住宅組合については管見の限り推察できる情報は、旧土地台帳で有限責任















187 ／後：池袋東一町目 14-1］は、1951 年 6月 28 日に 31 名に売却されており、営業者へ分譲されたも

























★ 2-52　志田恒平氏（仮名）の聞き取りの内容は、松平誠『ヤミ市 東京池袋』ドメス出版 , 1985 年 , 
pp.80-109 より。
★ 2-53　土地［前：日出町三丁目 10-57・日出町三丁目 10-117・日出町三丁目 10-127・日出町
三丁目 10-141・日出町三丁目 10-142 ／後：池袋東一丁目 95-8］の換地明細書より。
★ 2-54　「デパート新地図　大阪方の攻勢　狙う東京駅、銀座、新宿、池袋」『読売新聞』1952 年














　具体的には図 4-2-24 に示した土地のうち、R-1 が戦後に西武鉄道所有地となって土地「日出町三丁目
10-19」、R-2 が根津山の中でも珍しく終戦前の 1942 年 10 月 7日に根津育英会から個人へ分譲されていた
土地「日出町三丁目 10-42」、R-3 と R-4 が豊島区の土地として御野立所公園となっていた「日出町三丁目
19-16」である。R-3 と R-4 もかつては根津山であった地区である★2-56。
　池袋商業協同組合は、商工中金から融資を受け、これらの土地を購入しマーケットを建設することになっ
た。区画整理においてこれらの土地は、R-1 とそれ以外の R-2・R-3・R-4 とに分かれて換地されている。
そして R-1 には池袋商業協同組合マーケット街が、R-2・R-3・R-4 には人生座の近くということで人生横
丁という名のマーケットが建設された。
　池袋周辺の露店の立退きを予定通り進めるよう、1951 年 11 月中旬に池袋署は池袋東、西両口の露店代
表者を呼んで 11 月末での立退きを通告したが★2-57、結局露店業者は立退かず、1952 年 11 月時点でも東
口の裏通りで営業を続けていた★2-58。この時には既に二カ所のマーケットは建設されていたが、1953 年 1
月に調査された新興市場地図では人生横丁の店舗は全て空き店舗と表記されており、店は入っていなかっ










7 月 14 日朝刊 , p.4。
★ 2-56　それぞれの旧土地台帳の記載事項より。
★ 2-57　「池袋露店に立退要求　月末までの期限付きで」『朝日新聞』1951 年 11 月 16 日朝刊 , p.3。








　こうして 1953 年には、森田組東口マーケット、露店を出自とするマーケットが誕生した（図 4-2-27）。

































































































































　西武鉄道は 1949 年 12 月に建設した木造モルタル二階建ての西武百貨店を開業していたが、1950 年の
秋早々になって、堤康次郎はより本格的な鉄筋コンクリート造の百貨店の建設を決め、1950 年 11 月 5日
これに着工したた★2-60。場所は木造店舗の南側である。この背景には、池袋駅東口の旧国鉄駅舎が完成し
たこと、駅前広場を含めた区画整理が進捗したこと、1949 年 12 月に地下鉄丸ノ内線池袋−御茶ノ水間の








成を待たずに、まず 1951 年 12 月 18 日に完成した 2階までをオープン、その後各階の工事完成の都度オー
プンを繰り返し、1952 年 9月、ついに 7階までの全館が開店した（図 4-2-30）。
　さらに 1953 年初旬、西武鉄道は木造店舗の北側に、北館の建設に取り掛かる。この西武百貨店建設第
二期の北館が、第一期に接続して建設できず、木造店舗を間に挟んだのには、1951 年 4月から始った丸ノ
内線の工事が要因となっていた。丸ノ内線はその後、1954 年 1 月 20 日に完成する。そして、地下一階、




★ 2-60　由井常彦編『セゾンの歴史｜上巻』リブロポート , 1991 年 , pp.58-59。
★ 2-61　由井常彦編『セゾンの歴史｜上巻』リブロポート , 1991 年 , p.59。
★ 2-62　由井常彦編『セゾンの歴史｜上巻』リブロポート , 1991 年 , pp.62-64。
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図 4-2-30　一期竣工後の西武百貨店　由井常彦編『セゾンの歴史｜上巻』リブロポート , 1991 年 , p.61。
図 4-2-31　一期　網掛け部分が一期工事箇所（図面は九期工事完成時）
由井常彦編『セゾンの歴史｜上巻』リブロポート , 1991 年 , p.61。











































池袋東口民衆駅の開業は 1958 年となる。これ以降新聞では「「大池袋」の建設進む」★2-64 という見出しで
駅ビルや三越、銀行など駅前広場周辺のビル建設ラッシュや、丸ノ内線の建設によって浮上した地下街の
建設計画に注目が集まっていった。
★ 2-63　「私鉄や地下鉄を結ぶ 池袋交通会館９月に着工」『読売新聞』1952 年 6 月 18 日朝刊 , p.4。




　1948 年から 1953 年までの期間は、戦災復興土地区画整理事業によって基盤整備が進んだ時期だとする







さらに 1億 5,000 万を増資し、資本金 2億円の新会社として発足することとなり、丸物からは役員が派遣
されることとなった。新会社の会長には池袋交通会館時代からの伊能繁次郎、社長には丸物社長の中林仁
一郎が就き★2-65、事業目的をステーション・ビルから百貨店に変更し、池袋東口民衆駅の建設申請を行った。
　1955 年 11 月 4 日、池袋東口民衆駅の建設承認が国鉄からおり、池袋ステーション・ビル株式会社が、
国鉄使用部分も含め総工費の 15億円を全額負担することで決定した★2-66。設計は、そごう大阪店を評価し
た社長中林仁一郎によって村野藤吾に依頼されている。
　1952 年 9月には東京駅八重洲口民衆駅の鉄道会館に大丸の進出が決まっており、1953 年には大井町へ
阪急百貨店が出店し、関西の百貨店の東京進出が進んでいた。そこへ池袋駅への丸物の進出が決まる。さ
らに池袋駅周辺の百貨店は、この時期に増築が決定しており、池袋地元商店街では反対運動が起こった。
1956 年 10 月 31 日には、地元商店街小売商 200 人がバスに分乗して、池袋駅への丸物進出と、東京駅へ
の大丸の出店許可の取り消し、他の百貨店の増床面積を減らしてもらいたいと通産省へ陳情に向かってい
る。これが影響し、通産省は、丸物の売場面積を申請床面積の 50%（約 3,320 坪）に限って認めることと
した。丸物としては、この売場面積削減は大きな痛手となり、その後の売り上げ不振につながった。
　1957 年 5 月、池袋ステーション・ビル株式会社は株式会社東京丸物に商号を変更、池袋東口民衆駅の








★ 2-65　「関西百貨店また進出　京都の ” 丸物 ” 池袋東口へ　明後年実現」『読売新聞』1954 年
10 月 30 日朝刊 , p.7。
★ 2-66　石榑督和「国鉄民衆駅の誕生と展開 −駅本屋の戦災復興と大都市ターミナルビル開発−」『前
現代都市・建築遺産計画学的検討［若手奨励］特別研究委員会』日本建築学会 , 2013 年 3 月 , p.66。




るというもので、1956 年 3月に着工され同年 11月に完成した。こうして、明治通りと駅前広場に沿った、

















★ 2-68　由井常彦編『セゾンの歴史｜上巻』リブロポート , 1991 年 , p.113。
★ 2-69　株式会社三越本社『株式会社三越 100 年の記録』株式会社三越 , 2005 年 , p.190。
図 4-2-34　1957 年の池袋































































　先述の通り対象地区では疎開事業の第三次指定（1944 年 4 月 17 日）によって駅前の建物が除去され、
交通疎開空地がつくられた★3-1。図2-2-10は豊島区の疎開空地を示した東京都防衛局建物疎開課発行（1944
年 5 月発行）の「豊島区建物疎開地区図」★3-2 である。対象地区の交通疎開空地の範囲が示されており、
これは概ね 1930 年代後半に計画された駅前広場の範囲と一致する（図 2-2-5）。
　また、図 2-2-11 は 1944 年 11 月 7 日に陸軍によって撮影された池袋駅周辺の航空写真「NI-54-25-6」
★3-3 であるが、この時点で対象地区の交通疎開空地に指定されたエリアの建物が除去されていることがわ
かる。
　さらに交通疎開空地に指定された範囲のうち、	図 4-3-4 の網掛け部の土地［池袋二丁目 852-1］［池袋
二丁目 852-3］［池袋二丁目 853］［池袋二丁目 854］［池袋二丁目 863-2］［池袋二丁目 866-4］は、1944
年末から 1945 年初頭にかけて疎開空地として東京都に買収されている。このなかで、土地［池袋二丁目
863-2］の形状に注目すると、街区を角切りするような土地形状で買収されている。これは交通疎開空地の
計画通り図 2-2-10 の形状であるが、図 2-2-5 の駅前広場と計画街路の関係を引継いだものではないか。こ
うした関係性を指摘しない限り、この交通疎開空地の南西端の形状は不自然である。
戦災





『戦災復興期東京１万分１地形図修正』柏書房 , 1988 年
★ 3-1　豊島区池袋一丁目、同二丁目、雑司ヶ谷町五丁目地内。東京都『東京都戦災誌』株式会社
明元社 , 2005 年 , pp.186-188。








































　星野朗の調査によれば、対象地区に 1947 年 5 月までに建設されたマーケットは、東京マーケット、森
田組西口マーケット、仁栄マーケット、永安公司A（永安マーケット）、永安公司 B（永安マーケット）、
復興商店街（復興マーケット）の６つのマーケットである。さらに、1947 年 8 月 8日に米軍によって撮
影された航空写真「USA-M390-34」からは、復興マーケットの南側に上原組マーケットが建設されている








1984 年 , pp.143-153）によれば、1950 年から 1951 年にかけては復興マーケットの南側に上
原組マーケットが存在することが確認でき、1947 年 8 月 8 日に米軍によって撮影された航空写真
「USA-M390-34」に確認できるマーケットが上原組マーケットであると判断した。また、「無法地帯・
池袋　西口マーケット、10 年ぶり実態調査へ　都で区画整理に本腰」（『読売新聞』1955 年 7 月 1
日朝刊 , p.7）では同地を上原組親分である「豊島区池袋二丁目 1060 の上原幸助氏」が借地したこ
とが明記されている。
★ 3-6　星野朗「池袋駅を中心とする連鎖商店街について」『社会応用学研究』No.25, 1984 年 , 
pp.119-142。
図 4-3-6　1947 年の航空写真図 4-3-5　東京マーケットの平面図
星野朗「池袋駅を中心とする連鎖商店街について」


















　森田組西口マーケットは図 4-3-7・図 4-3-8 の通り、東西方向に棟を平行にして長屋を並べている。街区





　森田組西口マーケットの店舗の業種構成をみると、「136 軒のうち 45 軒が未開店で、開店している 91
軒中 83軒が、酒をのませる店になっている。この総店舗数のうち 61%、開店中の 91％がいわゆる「のみ屋」
という構成は森田組東口マーケットより一層たかい割合を示している」★3-10。この他の店舗は、魚屋が 4軒、
八百屋 3軒、電気器具店が 1軒となっている。






★ 3-7　星野朗「池袋駅を中心とする連鎖商店街について」『社会応用学研究』No.25, 1984 年 , 
p.122。
★ 3-8　星野朗「池袋駅を中心とする連鎖商店街について」『社会応用学研究』No.25, 1984 年 , 
p.122。
★ 3-9　星野朗「池袋駅を中心とする連鎖商店街について」『社会応用学研究』No.25, 1984 年 , 
p.122。





図 4-3-9　森田組西口マーケットと永安公司 B の敷地となった土地の所有と地割
地割は東京都市計画第 10−2 工区換地確定図（区画整理以前）を使用。
図 4-3-7: 森田組西口マーケット・永安公司 B
星野朗「池袋駅を中心とする連鎖商店街について」












の、そのうち 26 軒が空家となっている。開店している 21 軒中 15 軒がのみ屋であり、こうした性質は森
田組西口マーケットに近いものがある。
　さて、ここまで森田組西口マーケットと永安公司 Bを一緒にみてきたが、ここでこの街区の土地所有に








認した通り豊島師範学校の焼跡である。豊島師範学校は戦災で 1947 年 1 月に小金井に移転しているが、
これを前後して、当時の豊島師範学校の校長を介してこれらの土地が地元有力者を中心としたいくつかの
主体に借地されている。







了の 1948 年 3月 31 日には借地前の土地に復旧して返還する、③期限前でも所有者が必要とするときは即
時返還する、④契約解除のときは代償を要求しない、という 4点であった。こうして、原定良氏が 385 坪、
池袋戦災復興会（代表者：井本常作氏）が 2,768 坪、東京都復興助成会（代表者：樺沢金作氏）が 2,583 坪、
上原幸助氏（上原組）が 2,000 坪を借地することとなり（図 4-3-10）、それぞれにマーケットが建設された。
　しかし、この条件は全く履行されることはなく、1948 年 3月 31 日を過ぎても同地に建設されたマーケッ
トは残存し続けた。さらに、原定良氏は土地の使用権を洪仁栄氏と堤栄治氏に譲り、洪氏は 30数軒の業者
に月 3,000 円前後で店舗を貸与し、堤氏もまた間口一間から二間の長屋式貸店舗を建設して一区画 20 万
円から 50万円で建物と土地使用権を営業者に譲渡するなど、権利関係の複雑化が進んだ。同様に池袋戦災
復興会でも飲食店、洋服店など約 500 名の業者に入居料として一区画 3千円から 4千円を微収し、使用料




新聞』1955 年 7 月 1 日朝刊 , p.7。
★ 3-12　「無法地帯・池袋　西口マーケット、10 年ぶり実態調査へ　都で区画整理に本腰」（『読売




「無法地帯・池袋　西口マーケット、10 年ぶり実態調査へ　都で区画整理に本腰」（『読売新聞』1955 年 7 月 1 日朝刊 , p.7）
図 4-3-11　仁栄マーケット・永安公司 A・復興商店街の平面図





























らに進み、専用住宅も多く存在するようになった。1950 〜 1951 年に行われた立教大学社会福祉研究室の
調査では、復興商店街の 510 区画（1950 〜 1951 年当時）のうち、182 区画が専用住宅になっていること
を明らかにしている★3-15。





1947 年 2 月から 5月にかけて池袋駅周辺のマーケットを調査した星野朗には、上原組マーケットの記録












No.25, 1984 年 , p.146。
★ 4-3-2-1-11　星野朗「池袋駅を中心とする連鎖商店街について」『社会応用学研究』No.25, 



















1950 年から 1951 年の復興マーケット
　1950 年から 1951 年にかけて復興マーケットを対象に、立教大学社会福祉研究室が調査を行っている★
3-17。立教大学社会福祉研究室の調査によれば、このころには仁栄マーケットがバス通り沿いを覆い、永安




1946 年 4 月 25 日に都市計画決定し、1948 年 9 月 2 日に事業計画決定がされ、1968 年 7 月 6 日に換地
処分されている★3-18。












　1946 年晴子とから ”民衆駅 ”方式による駅舎の建設方法が、当時運輸省施設局建築課長であった伊藤滋
によって模索されていた。伊藤は、外部資金に頼って国鉄の復興をするために「国鉄の事業の内、民間に
★ 3-17　立教大学社会福祉研究室「池袋戦災復興マーケット実態調査」『社会応用学研究』No.25, 
1984 年 , pp.143-153。
★ 3-18　『甦った東京　東京都戦災復興土地区画整理事業誌』東京都建設局区画整理部計画課 , 
1987 年 , p.108。
★ 3-19　山崎兌・天沼彦一・福岡博次『東京・新宿・池袋の綜合駅計画に就て』『大会学術講演梗










　伊藤は 1947 年 1月に国鉄を退職し、嘱託として席を残しながら★3-22、同年 11 月 27 日池袋西口に民間
資本による駅本屋を含むデパート計画を立案し、国鉄に対して建設の申請を行った★3-23。翌 1948年 2月に、
停車場及びその付帯施設の建設、経営、賃貸その他を目的とする日本停車場株式会社を事業家の矢下治藏★
3-24 に発起させ、同年 6月資本金 3,500 万円をもって設立の登記を完了した★3-25。矢下を社長に据え、伊藤











★ 3-22　小野田滋「鉄道建築のモダニスト 伊藤滋」『RRR：railway research review』54 巻 7 号 , 
1997 年 , pp.32-33、及び「伊藤滋氏経歴」『鉄道建築ニュース』263 号 , 1971 年 , p.4 より。
★ 3-23　この間、1947 年 8 月には御茶ノ水駅以降蓄積してきた、旅客流動理論の集大成とも言う
べき博士論文「省線電車駅に於ける旅客施設の設計について」を記している。さらに 1947 年から
2 年間日本建築学会の副会長を勤めた。小野田滋「鉄道建築のモダニスト 伊藤滋」『RRR：railway 
research review』54 巻 7 号 , 1997 年 , pp.32-33 より。
★ 3-24　矢下治藏は鉄道省出身の事業家。1927 年 3 月鉄道省教習所を卒業、名古屋鉄道局長野運
輸事務所勤務となる。1933 年 12 月依願退職し、1935 年 4 月神邦鉱業に入社、1940 年 4 月同
社代表取締役に。1943 年 1 月に雨竜鉱業開発代表取締役に。1945 年に両社ともに辞任。戦後は
日本停車場株式会社を設立したほか、ミツヤゴルフ、厚着国際ゴルフ場、厚木国際観光の社長に就
任。1963 年 6 月には日停モータースの社長に就任。1965 年には池袋西口駐車場の取締役に就任。
1969 年 6 月日本交通協会理事。1971 年 4 月 19 日長逝。日本交通協会鉄道先人録編集部『鉄道
先人録』日本停車場株式会社出版事業部 , 1972 年 , pp363-364 より。
★ 3-25　1953 年 10 月 30 日（金）第 17 回国会 参議院 決算委員会 1 号 会議録。国会会議録検
索システム（http://kokkai.ndl.go.jp/：2013 年 10 月 16 日アクセス）より。
★ 3-26　行政管理庁監察部『日本国有鉄道第一次報告書』1953 年 , pp.131-132。
★ 3-27　東武会館『東武会館建設の歴史』上巻 , 1985 年 , p.1。
★ 3-28　駅前を不法占拠した闇市の建物であると推察される。田崎茂「池袋西口本屋新築工事」『鉄
道建築ニュース』第 13 号 , 1951 年 , pp.6-11 より。






















39）東武会館『東武会館建設の歴史』上巻 , 1985 年 , p.2。
40）東武会館『東武会館建設の歴史』上巻 , 1985 年 , p.4。



















　こうして 1948 年 12 月 23 日に国鉄から建設承認を受けた池袋西口民衆駅の建設工事は、1949 年 11 月
1 日に本館に着工、1950 年 12 月 6 日に竣工し、別館は 1950 年 12 月 11 日に着工、1951 年 3 月 20 日
に竣工した★3-33。工事費 1億 376 万 3千円は、全額日本停車場株式会社の負担であった。日本停車場株式





















★ 3-33　施設事務研究会編『施設事務叢書 第 2 篇 民衆駅概論 付構内営業』日本国有鉄道 , 1956 年 , 
p.4。
★ 3-34　施設事務研究会編『施設事務叢書 第 2 篇 民衆駅概論 付構内営業』日本国有鉄道 , 1956 年 , 
p.5。
★ 3-35　施設事務研究会編『施設事務叢書 第 2 篇 民衆駅概論 付構内営業』日本国有鉄道 , 1956 年 , 
p.4。
★ 3-36　1955 年 10 月 11 日（火）第 22 回国会 参議院 決算委員会 閉２号 議録。国会会議録検
索システム（http://kokkai.ndl.go.jp/：2013 年 10 月 16 日アクセス）より。
★ 3-37　「池袋でマーケット三百坪焼ける」『朝日新聞』1951 年 1 月 12 日朝刊 , p.2。「池袋西口マー
ケット焼く」（『読売新聞』1951 年 1 月 11 日夕刊 , p.2）では、マーケット五棟、47 世帯（約 160 名）
を全焼と報道されている。また、「解決の見通し漸くつく　池袋の焼失マーケット再建」（『読売新聞』
1951 年 2 月 22 日朝刊 , p.4）では 43 世帯と報道とされている。正確な数字は不明。
★ 3-38　「建築中止でもむ　燻ぶる池袋焼跡」『読売新聞』1951 年 1 月 13 日朝刊 , p.2。
★ 3-39　「都の反対押し切りか　池袋マーケット再建」『読売新聞』1951 年 1 月 12 日朝刊 , p.3。

































★ 3-41　「焼跡使用禁止　池袋マーケット」『朝日新聞』1951 年 1 月 13 日朝刊 , p.3。
★ 3-42　「解決の見通し漸くつく　池袋の焼失マーケット再建」『読売新聞』1951 年 2 月 22 日朝刊 , 
p.4。
★ 3-43　「池袋マーケット火事の不始末　バラック取壊し　都と被災者にらみ合い」『読売新聞』
1951 年 5 月 7 日夕刊 , p.3。
★ 3-44　「飲み屋街に包囲される付属豊島校　校庭の一部にも進出　都の ” 区画整理 ” 強行で　日























　以上の地区（池袋二丁目 853、854、856、866 〜 868）も、建物がバラックであったためか、新興市場
地図では新興市場に指定されている。
★ 3-45　「池袋西口　区画整理に乗出す　３年計画　マーケットの奥までやる」『読売新聞』1957






















































開店し、徐々に改築を続けて 1956 年には 7階建ての西武百貨店を完成させている。その隣接地には 1950
年代前半から民衆駅建設の計画があり、東京丸物が入居することになっていた。また、駅前広場を挟んだ







針であった。この案が地元の了解を得て、建設が決定したのは 1957 年 1 月のことであった。そして、同








★ 3-46　東武鉄道社史編纂室『東武鉄道百年史』東武鉄道株式会社 , 1998 年 , pp.604-605。
★ 3-47　「陽の当たらない街・池袋　手ぬるい保健所　野放し営業に悪の花」『読売新聞』1955 年
6 月 24 日朝刊 , p.7。
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第４章　池袋駅とその近傍の戦災復興過程
　1955 年 6月 29 日、客に暴力をふるい金を巻き上げた飲食店の粛正に都公安委員会が乗出す★3-48。これ
に続いて、保健所もマーケット内の飲食店の衛生面の取り締まりに乗出した★3-49。
池袋西口の区画整理　本格始動




　翌年ついにマーケットの整理が開始される。第四復興区画整理事務所は、1957 年 9月 16 日から本格的




　この立退きを求められた 27軒は、すでに 1956 年末から自発的に立退くよう第四復興区画整理事務所か







　1958 年の火災保険特殊地図では、1957 年 10 月 8日から整理された部分が空地になっている（図 4-3-
16）。
★ 3-48　「” 暴力の街 ” 池袋粛正へ　都公安委乗出す　飲食店ラ・セーヌ　営業許可取消し」『読売
新聞』1955 年 6 月 29 日朝刊 , p.7。
★ 3-49　「保健所も乗出す　池袋マーケットの粛正」『読売新聞』1955 年 6 月 29 日夕刊 , p.3。
★ 3-50　「池袋区画整理、西口へ　予定地区中の最難関」『朝日新聞』1956 年 4 月 2 日朝刊 , p.8。
★ 3-51　「池袋西口　区画整理に乗出す　３年計画　マーケットの奥までやる」『読売新聞』1957
年 9 月 18 日朝刊 , p.6。
★ 3-52　「広場になる池袋西口　マーケットの取払い作業開始」『朝日新聞』1957 年 10 月 9 日朝刊 , 
p.10。　
★ 3-53　「都の管理地に抜打ち建築　立退料 190 万円もらった後で」『読売新聞』1957 年 12 月
















　占有者と都との間で立退料、営業補償費の話し合いがつき、まず 1960 年 10 月に上原組関係の 39戸が
立退き、さらに 1960 年暮れに 34戸が立退いた★3-56。
　そして、1961 年 2月 1日、復興マーケットの取り壊しが始った。復興マーケットの店舗は 1961 年 1月







都建設局から 1962 年 11 月末までに建物を取り壊して立退くようにと通知していたが、一部の居住者は立
退きの時期や補償金の額を不満として、立退きを渋っていた。そのため、都建設局は 28日に最後通告を出







新聞』1960 年 7 月 18 日夕刊 , p.6。
★ 3-55　「ちょうちんで業者パトロール　池袋西口浄化へ」『朝日新聞』1960 年 7 月 18 日朝刊 , 
p.10。
★ 3-56　「” 黒い地帯 ” とりこわし始まる　池袋西口マーケット　混乱もなくまず 50 戸」『読売新聞』
1961 年 2 月 1 日夕刊 , p.6。
★ 3-57　「” 黒い地帯 ” とりこわし始まる　池袋西口マーケット　混乱もなくまず 50 戸」『読売新聞』
1961 年 2 月 1 日夕刊 , p.6。




　東武鉄道は 1959 年 1月に東武会館に着工していたが、1960 年になって関係各方面から、百貨店の新設
がある程度の規模までは認められそうだという情報が入ったため、1960 年 9 月 1日に東武鉄道の全額出




　東武会館の建設工事は難航を極めたが、3年 5ヶ月を要して 1962 年 5月 25 日に竣工した。4階以下を
百貨店形式、5〜 7階にスケートリンク、5階に食堂、6、7階に名画座を設置し、1962 年 5月 29 日に東
武会館はオープンした★3-61。
★ 3-59　「池袋駅西口　戦後処理やっと終わる　最後のマーケット撤去」『読売新聞』1962 年 12
月 17 日夕刊 , p.5。
★ 3-60　東武鉄道社史編纂室『東武鉄道百年史』東武鉄道株式会社 , 1998 年 , pp.610-611。
























































買い入れ、共同で 130 坪の土地に地下 2階、地上 8階建ての池袋西口センタービルを建設した。ビルは
1967 年に竣工し、1、2階には組合員が優先的に入居し、他の階はテナントとして貸し出した★3-63。池袋
西口センタービルの場所は、図 4-3-17 の土地 Bの北側部分である。
　こうして池袋西口の戦災復興がおわった。
★ 3-62　A 〜 E、O の換地詳細書より。




























































































































































	 a．松平誠『ヤミ市幻のガイドブック』（筑摩書房 ,	1995 年）
	 b．初田香成「闇市の簇生と変容—都市建築としてのマーケット」（『都市の戦後	雑踏のなかの都
	 					市計画と建築』東京大学出版会 ,	2011 年）pp.83-131







































M．第 8−1 地区換地確定図（区画整理以前／区画整理以後）　1966 年 9月 1日
N．第 8−1 地区換地明細書　1966 年 9月 1日
O．第 8−2 地区換地確定図（区画整理以前／区画整理以後）　1972 年 9月 20 日










































































の斜線部がそのエリアである。具体的な事業名は不明であるが、1944 年 3月 17 日には土地［上通二丁目
68-1］が都に買収されており★2-2、建物も 1945 年 1月初旬には除去されている★2-3。
戦災
　渋谷区の多くは 1945 年 5月 24 日と 25 日の二日にわたってく空襲に遭い、劫火に包まれた。対象地区
は 1945 年 5月 25 日に焼夷弾攻撃を受け、対象地区は鉄筋コンクリート造の昭和銀行を除き、全て灰燼に
帰した★2-4（図 5-2-5）。
★ 2-2　旧土地台帳の記載情報より。
★ 2-3　1945 年 1 月 6 日に陸軍によって撮影された航空写真「95F15-C4-54」より。
★ 2-4　『渋谷区誌』東京都渋谷区 , 1966 年 , pp.2519-2522。




















★ 2-5　「渋谷区認定新興市場地区図　図 5　渋谷 12.13.14.15.16」都市整図社 , 1953 年 1 月。
★ 2-6　「渋谷に新名物 ” のんべい横町 ”　露店 40 軒が区の世話で集る」『読売新聞』1951 年 8 月
11 日朝刊 , p.4。
★ 2-7　1904 年に松本佐十朗が買収、1915 年に松本十力へ所有権移転。旧土地台帳より。
５−２−２　戦災復興から高度成長までの対象地区
（１）1945−47 年
　図 5-2-6 は 1947 年 9 月 8日に米軍によって撮影された対象地区の航空写真である。大山街道に沿って
建物が再建されつつあることがわかる。1949 年以降の火災保険特殊地図で確認できるマーケットが一カ所













　対象地区を含む東京都市計画第８地区復興土地区画整理事業は、1948 年 9月 30 日に換地予定地が決定
している★2-8（以降、何度も変更がある）。これに従い、対象地区では早くも 1949 年には街区形状が変更
され区画整理が進んでいる。


















★ 2-8　建設省『戦災復興誌 第拾巻』都市計画協会 , 1961 年 , p.90。
★ 2-9　土地［上通二丁目 58］は 1909 年に市野兼松が買得し、1931 年に市野鎌太郎が家督相続、
さらに 1963 年に市野シン他五名へ相続。土地［上通二丁目 62］は 1900 年に市野銀次郎が買得し、



























★ 2-10　「渋谷に新名物 ” のんべい横町 ”　露店 40 軒が区の世話で集る」『読売新聞』1951 年 8
月 11 日朝刊 , p.4。






































　図 5-2-10 は 1953 年の対象地区の建物の状況を示している。渋谷中央マーケット、渋谷小デパートの両
マーケットともに改築が行われており、またのんべい横町が建設されている。






　渋谷中央マーケットの土地［前：上通二丁目 66 ／後：渋谷一丁目 25-1］は戦前戦後を通じて松本家の







二丁目 68-1 ／後：渋谷一丁目 25-2］を「一坪五千円で払い下げてもらい五カ年の割賦返済、そして、支
払い完了とともに所有権取得とする契約が、都との間に結ばれ」★2-13 た。こうして、マーケット建設時に
は土地の所有権変更の登記はされておらず、1956 年 7 月 3日になって渋谷東横前飲食街協同組合名義で
登記されている★2-14。
★ 2-12　旧土地台帳より。































































































1940 年もしくは 1943 年に図の網掛け部の土地を東京市が買収し、道路にする為に建物を撤去している。






いずれにしても、図 5-3-3 が 1944 年当時の対象地区の建物の状況である。
★ 4-3-1-1-1　旧土地台帳より。土地［58-1］は 1941 年 7 月 23 日に東京横浜電鉄（後の東京急
行電鉄）が明和不動産株式会社より買収している。
★ 4-3-1-1-2　東京急行電鉄株式会社社史編纂事務局『東京急行電鉄 50 年史』東京急行電鉄株式
会社社史編纂委員会 , 1973 年 , p.436。
























　対象地区は 1945 年 5月 25 日に焼夷弾攻撃を受け、対象地区は鉄筋コンクリート造の東横百貨店、協和
銀行を除き、全て灰燼に帰した★3-3（図 5-3-4）。



































★ 3-4　1947 年 9 月 8 日に米軍が撮影した航空写真「USA-M449-116」（国土地理院所蔵）より。





























★ 3-6　東京急行電鉄株式会社社史編纂事務局『東京急行電鉄 50 年史』東京急行電鉄株式会社社
史編纂委員会 , 1973 年 , p.436。
★ 3-7　東京急行電鉄株式会社社史編纂事務局『東京急行電鉄 50 年史』東京急行電鉄株式会社社
史編纂委員会 , 1973 年 , p.436。
★3-8　「区画整理の波紋 渋谷第一マーケット 明渡し急ぐ東急」『読売新聞』1953年10月31日朝刊, 
p.6。
















































































































































































































































































































































































国道 246 号線（土地［後：渋谷二丁目 25-6］［後：渋谷二丁目 27-1］）が整備された。
　注目する必要があるのは、戦災復興土地区画整理事業の第８−２地区に存在する東急の土地が、東急の渋




★ 3-11　「区画整理の波紋 渋谷第一マーケット 明渡し急ぐ東急」『読売新聞』1953 年 10 月 31
日朝刊 , p.6。
に東急文化会館が建設される敷地 TB（図 5-3-6）に集約されるていることである。敷地 TBには、旧渋谷
小学校用地で戦後には渋谷第一マーケットが建設された、土地［前：中通三丁目 60-1 ／後：渋谷二丁目
21-7］［前：中通三丁目 60-2 ／後：渋谷二丁目 21-8］［前：中通三丁目 58-1 ／後：渋谷二丁目 21-9］も
含まれている。
　稲荷神社の土地は、原位置換地された国道 246 号線の南側の一角［前：並木町 31-3 ／後：渋谷三丁目
19-2］［前：並木町 31-5 ／後：渋谷三丁目 19-4］［前：並木町 31-6 ／後：渋谷三丁目 19-3］と、飛び換
地された［前：並木町 31-1 ／後：渋谷二丁目 19-8］と［前：並木町 31-7 ／後：渋谷三丁目 4-2］の三カ
所に分かれることになる。



























　1952 年 12 月 27 日、東京都から東急に対して戦災復興土地区画整理事業にもとづいて環状五号線（明





3-14。一方で、1953 年 10 月 31 日の『読売新聞』★3-15 には、渋谷第一マーケットは「敷地 722 坪、建物




























業権の補償と考えられる）を受けて、1953 年 10 月末までに立退いた★3-19。つづいて、交渉の末に組合員




　図 5-3-10 は 1955 年の対象地区を示している。渋谷第一マーケットが立退き、稲荷神社周辺を残して区
画整理が進んだことがわかる。また、大山街道沿いや、敷地TBの街区でも本建築が立ち始めている。そして、




★ 3-12　東京急行電鉄株式会社社史編纂事務局『東京急行電鉄 50 年史』東京急行電鉄株式会社社
史編纂委員会 , 1973 年 , pp.436-437。
★ 3-13　「区画整理の波紋 渋谷第一マーケット 明渡し急ぐ東急」『読売新聞』1953 年 10 月 31
日朝刊 , p.6。
★ 3-14　東京急行電鉄株式会社社史編纂事務局『東京急行電鉄 50 年史』東京急行電鉄株式会社社
史編纂委員会 , 1973 年 , p.437。
★ 3-15　「区画整理の波紋 渋谷第一マーケット 明渡し急ぐ東急」『読売新聞』1953 年 10 月 31
日朝刊 , p.6。
★ 3-16　大沢武三郎は右翼団体の政治結社「愛国青年連盟 上野総本部 」の初代団長、全日本愛国
者団体会議顧問などを勤めている。当時、大沢武三郎が率いる大沢組は上野署、愛宕署の管内暴力
団リストに含まれ、1950 年春の警視庁の暴力団取締では 20 名以上が検挙されている。
★ 3-17　「区画整理の波紋 渋谷第一マーケット 明渡し急ぐ東急」『読売新聞』1953 年 10 月 31
日朝刊 , p.6。
★ 3-18　「区画整理の波紋 渋谷第一マーケット 明渡し急ぐ東急」『読売新聞』1953 年 10 月 31
日朝刊 , p.6。
★ 3-19　「区画整理の波紋 渋谷第一マーケット 明渡し急ぐ東急」『読売新聞』1953 年 10 月 31
日朝刊 , p.6。
★ 3-20　日付、立退き問題の解決方法は社史（東京急行電鉄株式会社社史編纂事務局『東京急行電
鉄 50 年史』東京急行電鉄株式会社社史編纂委員会 , 1973 年 , p.437）に従ったが、先の通り店舗
数については情報が正しいとは言えない為、本文では明記しなかった。
★ 3-21　バスターミナルの計画については、石田雅人『坂倉準三と渋谷計画 ―大都市ターミナル
形成の一例として』明治大学大学院修士論文 , 2009 年 3 月 , p.77。
302
第５章　渋谷駅とその近傍の戦災復興過程
　坂倉準三が渋谷計画に携わるのは 1952 年からであり、東急文化会館の着工が 1955 年のため、このバス
ターミナルが計画されたのは 1952 年～ 1955 年の間と推察される。石田雅人『坂倉準三と渋谷計画	―大





































★ 3-22　1954 年 6 月に行われた渋谷に関する調査による（磯村英一『都市の社会理論』有斐閣 , 
1989）。
★ 3-23　石田雅人『坂倉準三と渋谷計画 ―大都市ターミナル形成の一例として』明治大学大学院




東急電鉄は敷地 TB（図 5-3-6）に東急文化会館を建設、1956 年 11 月 30 日に竣工し、翌 12 月 1日から
営業を開始した。東急文化会館は、設計を坂倉建築事務所が担当し、施工は清水建設、構造設計は大阪建












急文化会館建設とともに増築を行った。1956 年 11 月竣工）を繋ぐ跨線橋を建設した（1956 年 11 月竣
工）。こうして東急電鉄は渋谷の立体的発展を促進し、渋谷の繁華街のエリアを広げていくこととなった（図
5-3-12）。











　図 5-3-13 は 1963 年の対象地区の建物の状況を示している。1959 年から 63年の間に稲荷神社付近の戦
災復興土地区画整理事業が進んでいる。これで対象地区の戦災復興土地区画整理事業は、ほぼ完成している。
　先述の通り、稲荷神社の土地は三カ所に分かれて換地されている。原位置換地された国道 246 号線の南
側の一角［前：並木町 31-3 ／後：渋谷三丁目 19-2］［前：並木町 31-5 ／後：渋谷三丁目 19-4］［前：並
木町 31-6 ／後：渋谷三丁目 19-3］と、飛び換地された［前：並木町 31-1 ／後：渋谷二丁目 19-8］と［前：
並木町 31-7 ／後：渋谷三丁目 4-2］の三カ所である（図 5-3-6）。
　このうち国道 246 号線の南側の一角［後：渋谷三丁目 19-2］［後：渋谷三丁目 19-4］［後：渋谷三丁目
19-3］に、マーケットが再建されている。稲荷神社の参道に存在した稲荷橋小路は、1958 年時点で 24店
舗存在しているが、1963 年時点で土地［後：渋谷三丁目 19-2］［後：渋谷三丁目 19-4］［後：渋谷三丁目
19-3］に建設されているマーケットも店舗数は 24である。1963 年の原図として使用した住宅地図は、文
字がつぶれてしまっているため、店名の比較ができないが、店舗数が一致することから、土地［後：渋谷

















































　図 5-4-2 は 1940 年の対象地区の建物の状況を示している。1937 年に着工された玉電ビルはほぼ東横百
貨店と同じ規模の鉄骨鉄筋コンクリート造、地上 7	階、地下 2	階、延べ 1	万 7,438㎡の計画で、使用区分
としては、当初はその大半を百貨店とし、2	階を玉川渋谷駅、3・4	階を東京高速鉄道渋谷駅とする構想であっ
た★4-2。
　1936 年 10 月 5日、玉川電気鉄道は東京横浜電鉄に合併し、社長に就任した五島慶太は玉電ビルの構想
を発展させ、東京高速鉄道、玉川電車鉄道、帝都電鉄の三者で連絡工事に関する契約を締結し、玉電ビル
を介する相互連絡体制を構築した★4-3。
　そして、1938 年 12 月 20 日に東京高速鉄道が同ビルの 3	階へ、翌 1939 年 6月 1日には東京横浜電鉄


















士論文 , 2009 年 3 月 , p.60。
★ 4-3　加藤新一「東京急行電鉄 ―戦前期「東急」の事業展開と渋谷「総合駅」の形成—」『民鉄



















★ 4-4　藤田佳世『渋谷道玄坂』彌生書房 , 1976 年 , pp.19-23。





11 年）10 月 22 日に傘下に収めた。（北原　2008）
―玉川ビルの建設―










年 12 月 20 日に東京高速鉄道が同ビルの 3 階へ、翌 14 年 6 月 1 日
には玉川線が 2 階へ乗り入れることとなった。（図 4-2.3.4）









　昭和 13 年 4 月１日に施行された、陸上交通事業調整法によって、




五島慶太は 1938 年（昭和 13 年）から 1944 年（昭和 19 年）まで
4-2  改築前の玉電ビル　写真①　
4-3  改築前の玉電ビル　写真②




























★ 4-6　藤田佳世『渋谷道玄坂』彌生書房 , 1976 年 , p.20。
★ 4-7　藤田佳世『渋谷道玄坂』彌生書房 , 1976 年 , p.24。
★ 4-8　横井弘三『露店研究』出版タイムス社 , 1931 年 , p.161。
★ 4-9　藤田佳世『渋谷道玄坂』彌生書房 , 1976 年 , p.24。











　大山街道の北側、山手線沿いの建物疎開に関する具体的な事業名は不明であるが、建物が 1945 年 1 月
初旬には除去されている★4-12。
★ 4-11　東京都『東京都戦災誌』明元社 , 2005 年 , pp.186-188。






































　本節の対象地区も前節までの対象地区と同様、1945 年 5月 25 日に焼夷弾攻撃を受けたが★4-13、鉄筋コ
ンクリート造の三菱銀行、東横映画劇場、玉電ビルが焼け残った（図 5-4-6）。	



































































を進めていた。1946 年 4 月 1日から台湾人マーケットの「歩道上に凱旋門を作りはじめ」★4-19 た。戦勝
国の一つとなった中華民国は、日本に中華民国軍を 14,500 人進駐させることを決めており★4-20、渋谷の台
湾人グループはこれを迎え入れるために凱旋門を計画したのである。警察は即座にこの門の撤去を命令し
★ 4-15　松平誠『ヤミ市 幻のガイドブック』筑摩書房 , 1995 年 , p.22。
★4-16　青井哲人「渋谷 ―ヤミ市から若者の街へ」『盛り場はヤミ市から生まれた』青弓社, 2013年, 
pp.92-93。
★ 4-17　『渋谷区誌』東京都渋谷区 , 1966 年 , p.2540。 
★ 4-18　『渋谷区誌』東京都渋谷区 , 1966 年 , p.2542。 
★ 4-19　『渋谷区誌』東京都渋谷区 , 1966 年 , p.2541。 






























　台湾人グループと警察の対立は、さらに新橋の松田組を巻き込んで続くこととなる。1946 年 6 月末に





1946 年 7月 15 日午後、総員 300 人の警察官が駅前マーケットを包囲し、取り締まりにあたる。警察は禁






















　この事件をきっかけに、警察は闇市への取締を強める。それが渋谷事件の翌日 7月 20 日の渋谷・新橋
の両露店街永久閉鎖の強行であり、8月 1日のいわゆる「八・一粛正」であった。渋谷事件以降、台湾人
の暴挙は次第に下火になっていく。




















りに対して店を開くようになっている。1953 年の「新興市場地図」によれば、戸数は 28 となっている。
木造２階建てトタン葺き、モルタル壁の長屋四棟で構成されており、屋根は切妻屋根であったが看板建築
★ 4-22　『渋谷区誌』東京都渋谷区 , 1966 年 , pp.2543-2544。 
★4-23　「岐路に立つ青空市場 新橋と渋谷閉鎖 自粛三項目通達」『朝日新聞』1946年7月22日朝刊, 
p.2。
★ 4-24　1953 年に都市整図社が作成した「新興市場地図」で新興市場に認定されているものを
マーケットと呼んでいる。大林百貨店と共栄マーケットの名称は「渋谷区新興市場地図 図 8 渋谷
25.26.27.28.29.30」都市整図社 , 1953 年 2 月より、味楽街と丸大デパートの名称については「渋
































宮通一丁目 4-4］で、［神宮通一丁目 2-3］は 1939 年から、［神宮通一丁目 4-1］［神宮通一丁目 4-4］は
1938 年から片倉米穀肥料株式会社（現在の片倉チッカリン株式会社）の所有地であった（図 5-4-15 の区
画整理以前の地割と地番を参照）。この土地を丸大という法人が借地し、マーケットを建設した。これ以降
丸大は現在まで同地を借地している。2014年現在、戦災復興土地区画整理事業で土地［神宮通一丁目2-3］［神




図 5-4-12　1948 年後半の渋谷駅前　『東京の戦後 田沼武能写真集』より。














































































































































































































































































































































































上通三丁目 2-1 ／後：神南一丁目 31-1］は地主（△）と９者の借地人が使用していたこと、丸大デパート






















築家 坂倉準三展 モダニズムを生きる｜人間、都市、空間』神奈川県立近代美術家 , 2009 年 , 
pp.173。
★ 4-27　東急会館および跨線廊については、石田雅人『坂倉準三と渋谷計画 ―大都市ターミナル






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































★ 4-28　渋谷地下商店街振興組合編『しぶちか二十五周年誌』渋谷地下商店街振興組合 , 1984 年 , 
pp.103-104。







急会館は 1954 年 11 月 15 日に竣工している。
　東急会館と東横百貨店の間は山手線が通っており、動線として繋がっていなかった。渋谷全体の東西方


















































★ 4-31　渋谷地下商店街振興組合編『しぶちか二十五周年誌』渋谷地下商店街振興組合 , 1984 年 , 
p.104。































　こうした条件のもと、地下街建設計画は進み、1956 年 9月 20 日に着工されことになる。			
都市組織の変化
　図 5-4-14 と図 5-4-17 を比較すると、一瞥するだけでも全体に色の濃い建物が増えていることがわかる。
この時期、対象地区では木造建ての耐火建築、防火建築への改築が進んでいる、と同時に建築面積も増え
ており、図 5-4-14 よりも図 5-4-17 のほうが建物間の隙間が減っていることがわかる。また、図 5-4-17 の
左下、映画館の東宝の南側では区画整理が進み、角切りされた街区形状に変化している。
★ 4-32　渋谷地下商店街振興組合編『しぶちか二十五周年誌』渋谷地下商店街振興組合 , 1984 年 , 
pp.123-124。
★ 4-33　渋谷地下商店街振興組合編『しぶちか二十五周年誌』渋谷地下商店街振興組合 , 1984 年 , 
p.125。
★ 4-34　東京急行電鉄株式会社社史編纂事務局『東京急行電鉄 50 年史』東京急行電鉄株式会社社

































★ 4-35　「地下街建設へ動く　すっきりする渋谷駅前」『朝日新聞』1956 年 1 月 13 日朝刊 , p.8。
★ 4-36　東京急行電鉄株式会社社史編纂事務局『東京急行電鉄 50 年史』東京急行電鉄株式会社社
史編纂委員会 , 1973 年 , p.540。
★ 4-37　東京急行電鉄株式会社社史編纂事務局『東京急行電鉄 50 年史』東京急行電鉄株式会社社




★ 4-38　渋谷地下商店街振興組合編『しぶちか二十五周年誌』渋谷地下商店街振興組合 , 1984 年 , 
p.126。先の四項目を条件として双方が承諾したことは、当然、東急の社史には記載されていない。
★ 4-39　「開店休業の渋谷地下街　家賃めぐってゴタゴタ」『朝日新聞』1957 年 12 月 5 日朝刊 , 
p.12。
　最後は、渋谷駅前の戦災復興土地区画整理が進んだことである。区画整理が完了しなければ、地下街の
出入り口を作ることができなかったため、着工の必須条件であった。1953 年 10 月、東京都は建設局に渋
谷地下街建設促進連絡協議会を設置し、戦災復興土地区画整理事業の促進を図ったが、予定通りには進まず、







　こうして地下街建設の条件がそろい、1956 年 9月 20 日に着工、槌音が渋谷駅前に響きはじめた。
渋谷駅前の地下街オープン























　図 5-4-21 は 1963 年の対象地区の建物の状況を示している。

























































　図 5-5-2 は 1933 年の対象地区の建物の状況を表している。対象地区の中心部は戸建てが隙間を空けつ
つ並んだ住宅地である。対象地区を囲む南・東・西の街路に対しては長屋が並んでいる。火災保険特殊地
図からはこうした建物の機能を読みとれないが、戦前の土地利用を示した戦災復興土地区画整理事業の図
面「土地区画整理第八地区　現在ノ土地利用状況図（1948 年 10 月 19 日）」★5-1 では「商店街」と記載さ
れていることから小規模な店舗が並んでいたものと考えれる。
　1933 年当時は、対象地区北東に木造の玉川電車の渋谷駅が立っていたが、前節でみた通り、1937 年に
は玉電ビルへの改築が始る。玉電ビルは、1937 年に地上 7階地下 2階の当時としては画期的なターミナ
ルビル計画としてスタートしたが、1937 年の鉄鋼統制令によって 4階まで建設して中止を命じられた。
★ 4-5-1-1-1　中島伸『戦災復興土地区画整理事業による街区設計と空間形成の実態に関する研究　
−東京都戦災復興土地区画整理事業地区を事例として−』東京大学博士論文 , 2013 年 3 月所収。「土
地区画整理第八地区　現在ノ土地利用状況図」と記されているが、戦後の土地利用状況を示してお

















これは疎開事業の第三次（1944 年 4月 17 日）で指定された約 2,600 坪の交通疎開空地である★5-2。









































★ 5-3　『渋谷区誌』東京都渋谷区 , 1966 年 , pp.2519-2522。  





　終戦直後の対象地区の状況を示した資料は管見の限り無く、ここでは 1947 年 9月 8日に米軍が撮影し
た航空写真「USA-M449-116」（図 5-5-6）と、後年の火災保険特殊地図（1949 年）、新興市場地図（1953
年）から 1947 年 9月 8日当時の対象地区をみていくことにする。
　まず、戦中期に交通疎開空地に指定され、建物が除去された範囲のうち、東京都に買収された土地（図
5-5-4）と、その間に位置する範囲が整備され、島状の緑地が５つ配置されていることがわかる。前節で扱っ





　図 5-5-6 からは、1949 年の火災保険特殊地図で確認できる対象地区に建つ５つのマーケットが全て確認
できる★5-4。
　一つ目と二つ目は、駅前広場の西側、玉川線の南側に位置する駅前マーケットと渋谷第一雑貨食品街で
ある。この二つのマーケットはともに土地［大和田町 15］の上に建っているが（図 5-5-12 参照）、両マー
ケットは東西の路地によって区画されており、東西方向に棟をもつ長屋を並べる駅前マーケットに対して、
渋谷第一雑貨食品街は南北方向に棟を向ける配置となっている。また、1953 年の新興市場地図でも、それ
















町 15］は 1922 年に飯島昌三郎が取得し、それ以降は相続などで継続して飯島家が所有している（飯島家
は取得当初から不在地主）。戦災復興土地区画整理事業では、この土地［大和田町 15］は二者の借地とし
て換地されており、駅前マーケットと渋谷第一雑貨食品街の建つ部分は一つの主体が借りている範囲とし














ている土地［大和田町 28-1］は、1920 年 5月 21 日取得して以降に伊澤孫兵衛が所有していた土地である
（図 5-5-13 参照）。1946 年 2月 15 日、伊澤國六が家督相続し、同日に杉本幸次郎に売却している。そして、





★ 5-4　マーケットの名称は「渋谷区新興市場地図 図 8 渋谷 25.26.27.28.29.30」都市整図社 , 



















である。このマーケット 26-2 は新興市場地図が描かれた 1953 年 2 月に焼失しており、名称が記載され
ていない。片流れ屋根をかけた長屋 1棟と、切妻屋根をかけた棟割長屋 1棟によって構成されており、10
戸の店舗が設けられていた。このマーケット 26-2 が建つ土地［大和田町 26-2］は、1929 年 6月 12 日に
［大和田町 26］から分筆されて誕生するが、1900 年 8 月 22 日に［大和田町 26］を江草斧太郎が買収し
て以降、江草家の所有する土地である（図 5-5-13 参照）。土地［大和田町 26-2］の所有者である江草家は、
1929 年から 1933 年までは在地地主であったが、それ以降は不在地主である。戦後に建設されたマーケッ
ト 26-2 は、江草家が自ら建設した可能性と、土地を借りた借地人が建設した可能性があるが明らかではな




★ 5-12　渋谷第二雑貨食品街は、換地図でいえば［大和田町 1-4］［大和田町 18-4］［大和田町









































地が、1948 年 5月 10 日に売却されたことが影響しているものと考えられる。建物の所有者が変更されて
いるかまでは明らかにできないが、土地の所有権者の変化とマーケットの名称変更には時期的な相関性が
ある。ただ、この時、辨天通食店街建つ土地［大和田町 1-4］［大和田町 18-4］［大和田町 18-9］のうち、［大



































































































































































































































































































































































































































































































































である。1949 年時点では 2棟の建物が建っていた場所である（図 5-5-8）。
　マーケットという商業施設のタイプは、戦後復興期以後一般化したものであるが、低廉な建物で多くの
入居者を募り、家賃収入を得ることのできるものである。つまり、地主や借地人にとっては、手軽な投資























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































し、営業を続けていることが確認できる。マーケット 26-2 の土地［前：大和田町 26-2 ／後：道玄坂一丁
目 16-1］は換地で西へ 80mほど移動している（図 5-5-13）。1955 年の火災保険特殊地図で名称が確認で









大和田町 18-4 ／後：道玄坂一丁目 13-17］［前：大和田町 18-9 ／後：道玄坂一丁目 13-18］は区画整理では、
三筆が隣接して原位置換地されている（図 5-5-14）。また、マーケット	1-7 が建つ土地［前：大和田町 1-7




































































































































































































































































































































































































































































た（図 5-4-16）。渋谷東急ビルの敷地となる土地の五割ほどは、1948 年から 1950 年の間に日本興業株式











1963 年 2月までに土地［後：道玄坂一丁目 12-3］［後：道玄坂一丁目 12-4］［後：道玄坂一丁目 12-5］［後：


























































　『東京急行電鉄 50年史』によれば、渋谷駅西口ビルは、東急会館（東急百貨店東横店西館）と 3～ 5階
で接続する東急会館の増築部分として、東急電鉄用地と国鉄渋谷駅南口駅舎の建設計画用地に股がって建

















★ 5-16　東京急行電鉄株式会社社史編纂事務局『東京急行電鉄 50 年史』東京急行電鉄株式会社社
史編纂委員会 , 1973 年 , pp.623-624。
★ 5-17　石田雅人『坂倉準三と渋谷計画 ―大都市ターミナル形成の一例として』明治大学大学院






































★ 6-1　松平誠『ヤミ市　幻のガイドブック』筑摩書房 , 1995 年 , p.21。







































　本節の対象地区も前節までの対象地区と同様、1945 年 5 月 25 日に焼夷弾攻撃を受けた★6-5。焼け残っ
たのは宇田川町側の通りの道玄坂キネマの建物だけであった。





　対象地区では、終戦から 1947 年 9月 8日（図：1947 空撮）までに街区の八割以上の土地でバラックに

























★ 6-6　1947 年 9 月 8 日に米軍が撮影した航空写真「USA-M449-116」（国土地理院所蔵）より。
1947 年までに建設されたマーケットの名称については「新興市場地図」（都市整図社 , 1953 年）
を参照した。
図 5-6-3　終戦時点の対象地区の地割と地番　





る佐藤健造★6-7 の妻佐藤ハル所有の土地［上通三丁目 24］と［栄通一丁目 7］を中心に建設されている。











★ 6-7　地方自治法施行以来の第一代・第二代の渋谷区長で、それぞれ 1947 年 4 月 12 日〜
1951 年 4 月 4 日、1951 年 4 月 25 日〜 1953 年 4 月 30 日の計 6 年間渋谷区長を勤めた。『渋
谷区誌』東京都渋谷区 , 1966 年 , p.2652 より。
★ 6-8　「警官も出動大もめ　道玄坂焼け跡　地主が立ちのき要求」『読売新聞』1965 年 4 月 2 日
夕刊 , p.6。




































★ 6-10　「もめる恋文横丁　地主松竹へ　” 土地譲れ ” とデモ」『朝日新聞』1960 年 11 月 17 日夕
刊 , p.5。








































































万円で購入）★6-13。松竹はここに映画館を建設する予定であったため、1951 年 7 月、同地を不法占拠し
た佐藤健造（当時渋谷区長）と東京都を相手どって、不法占拠と明け渡しを東京地裁に訴えた。この結果、




★ 6-13　「もめる恋文横丁　地主松竹へ　” 土地譲れ ” とデモ」『朝日新聞』1960 年 11 月 17 日夕
刊 , p.5。

















★ 6-15　「道玄坂商店街を圧倒　横の連結で対抗を準備　東急会館」『読売新聞』1954 年 10 月










（４）1961−65 年 2 月
　戦災復興土地区画整理事業の対象範囲からも外され、1960 年前後まで整理されることもなく安定して存
在した対象地区のマーケットであったが、1960 年代には開発圧力から再開発が本格化した。
　1963 年の住宅地図（図 5-6-9）を確認すると、道玄坂百貨街のうち北側の土地［栄通一丁目 5］の建物
が除去されていることがわかる。先述した通り、土地［栄通一丁目 5］は地主である松竹株式会社と、営
業者組織である恋文横丁協同組合との間で立退きと売買をめぐって争いが起きていた土地で、訴訟の結果、
1960 年 3 月 4日までに土地を明け渡すことで松竹と佐藤健造、恋文横丁協同組合の和解が成立したはず
であった。しかし、1958 年末に松竹が土地を手放す可能性が出たと恋文横丁協同組合が認識し、再び係争
に発展していた。








協会 , 1970 年 , pp.114-115。
ことになった。そして、37軒の恋文横丁協同組合の営業者は、1962 年 1月 22 ～ 23 日ごろから店を閉じ、
移転していった。
　土地［栄通一丁目 5］の旧土地台帳によれば、1962 年 6月 5日、この土地を株式会社長谷川工務店が買












（５）65 年 3 月−73 年






であった。1965 年 3月 31 日の『読売新聞』によれば、佐藤は時期は定かではないがマーケットの立ちの
きを進めていたが、思うように進まず 1964 年までに 14軒が立退いたが、それ以外は占拠を続けていたと
いう。その一方で、佐藤は 1963 年 11 月にはこの土地を株式会社緑屋（当時：世田谷区太子堂町 437）に
売却していた。火事を契機に立退きを進めようと地主側（佐藤と緑屋）は作業員を 50人派遣して、焼け跡
をトタンで囲い立退きを進めようとしたため、道玄坂百貨街組合の組合員と対立したのである★6-19。この
★ 6-18　「深夜の道玄坂で大火　二つの百貨街５０店」『読売新聞』1965 年 3 月 31 日朝刊 , p.15。













★ 6-20　初田香成『都市の戦後　雑踏の中の都市計画と建築』東京大学出版会 , 2011 年 , p.100。
★ 6-21　「渋谷の ” 戦後 ” また一つ　道玄坂のマーケット街　８月に取り壊し　７階ビルに衣替え　

















　そして 1979 年 4月 28 日に、東急モールズデベロップメントの前身である旧東急商業開発が「ファッショ
ンコミュニティ 109（現・SHIBUYA	109）」を、対象地区の防災建築街区造成事業第二ブロックの共同ビ
ルに開業した。ファッションコミュニティ 109 は開業当初は 20代後半から 30代の女性向けの店舗を配置
していたが、やがて 10代後半から 20代前半の女性向けの店舗を集積するように方針転換をした。同ビル
は今なお東急グループの売上の多くを占める旗艦店である。
★ 6-22　「渋谷の ” 戦後 ” また一つ　道玄坂のマーケット街　８月に取り壊し　７階ビルに衣替え　
「東急」がらみに反発も」『朝日新聞』1976 年 5 月 20 日朝刊 , p.20。

































































































































●現存 ●現存 ●現存 ●現存









































































































































































































都有地あるいは都の管理地（都が借地） テキヤ的開発 和田組（和田薫） ・和田組マーケット





































交 通 疎 開 空 地
に。













































































国 鉄 の 線 路 に
沿って疎開空地





















玉 電 ビ ル の 北
西・南西側の駅
前広場計画地が
交 通 疎 開 空 地
に。




































































































































































































































































































　図 6-2-3 の通りこうした経路を類型化し、テキヤ的開発としてのマーケットを類型 A、地権者の開発とし
てのマーケットを類型 B、大資本の建物を類型 C、戦後に現れた露店を類型 D として、それぞれの変容経路
をみていきたい。どの類型もフェーズ２の終盤からフェーズ３にかけて経路が分かれている。
類型A　テキヤ的開発としてのマーケット





　１つ目は 1949 年から 1952 年にかけて戦災復興土地区画整理事業によって整理で、インフォーマルな権












マーケットがたどった経路 A3 である。経路 A3 のマーケットは 1960 年前後に戦災復興土地区画整理事業
あるいは駅前再開発によって整理されていく。この時の戦災復興土地区画整理事業による整理では、経路

















































































































































































　類型 B は 1950 年代半ばまでに区画整理が行われた経路 B1 と、区画整理が行われなかった経路 B2 に分










た。こうした類型 C が大きく変化するのは 1949 年から 1950 年代半ばの戦災復興土地区画整理事業によっ
て（経路 C1）と、1950 年代半ばから 1960 年代半ばの戦災復興土地区画整理事業によって（経路 C2）で
ある。経路 C1 を通るのは、戦後にマーケットによって駅前の公有地を不法占拠されていなかった渋谷駅近
傍と、駅周辺の区画整理が早期に進んだ池袋駅近傍である。
　一方、1960 年頃の整理が行われるまでマーケットが駅前を占拠していた新宿では経路 C2 を通ることと






















































































































でみてきたように、闇市を起源とする露店・マーケットは 1950 年前後から 1960 年代には概ね整理される。
これに変ってターミナルの商業空間となったのは、私鉄資本による駅ビル、国鉄の民衆駅、および地下街で
ある。戦後東京の副都心ターミナルとその近傍の形成過程を包括的にとらるには、こうしたは駅ビルや地下
街の考察を進める必要がある。
　また、戦中期にターミナル近傍につくられた交通疎開空地について、本研究では航空写真と旧土地台帳か
ら分析を行ったが、行政文書などの分析を進めるなど、本格的な研究が行われることを期待したい。地方都
市の疎開空地に関する研究は徐々に蓄積が進みつつあるが、東京都の疎開空地に関する研究は資料的制限か
らも研究が立ち後れてきた。本研究でみてきたように、交通疎開空地事業はターミナル近傍の土地所有構造
において極めて重要な意味をもっており、都市計画的な方針と実態の土地所有の変化の比較を行い、東京の
戦災復興の重要な母体となった土地の性質を解明する必要がある。
（３）地割の変遷の分析
　第三の課題は対象地区の地割の変遷の分析である。第３章で新宿駅近傍の地割の変遷を復原し、建物との
関係を分析したが、池袋と渋谷では旧土地台帳から読みとれる土地所有の分析しか行えておらず、両地区の
形成過程を地割との関係から考察する上では、各年代の地割を復原したうえで各年代の建物の状況との比較
が必要と考えられる。

